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街
の
灯
り
物
語

	

「
レッス
ン
帰
り
に
いつ
も
見
た
夜
道
の
灯
り
」 

西
村
由
紀
江 

39	

エ
コ
ル
ー
ツ
紀
行

	

次
代
へ
と
流
れ
続
け
る
京
の
水 

玉
岡
か
お
る

	

水
力
発
電
発
祥
の
地
、京
都
・
蹴
上
を
訪
ね
て 

50	

ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
フ
ァ
イ
ル

	

「
プ
ル
サ
ー
マル
を
め
ぐ
る
対
話
」 

鳥
井
弘
之

	

「
電
気
自
動
車
普
及
の
鍵
」 

南 

繁
行

03	

特
集
① 

［
鼎
談
］基
軸
を
探
る

	

脱
・
温
暖
化
へ

	

文
明
・
社
会
の
ビ
ジ
ョン
を
構
想
す
る

	

寺
島
実
郎
／
川
勝
平
太
／
植
田
和
弘

19	
V
isitor's 

か
ん
さ
い
さ
ん
か［
京
都
編
］

	

「
み
や
こ
暮
ら
し
の
楽
し
み
」 

麻
生
圭
子

21	

特
集
② 

［
ル
ポ
］Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

ザ
関
西

	

民
の
力
で
環
境
再
生
が
進
む

季刊［やく］
2008｜創刊号
関西電力株式会社

　

皆
さ
ま
に
は
、
平
素
か
ら
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
愛
顧
、
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
、
関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
や
産
業
活
動
に
密
着
し

た
企
業
と
し
て
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
歩
み
、
と
も
に
躍
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
皆
さ
ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
ら
に
密
に
し
、
深
め
て
ま
い
り

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
新
た
な
広
報
誌
『
躍
』（
や
く
）
を
創
刊
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
高
承
の
よ
う
に
、
本
年
か
ら
、
京
都
議
定
書
の
第
一
約
束
期
間
に
入
り
、
七
月
に
は

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
地
球
環
境
問
題
に
対
す
る
社
会
的
関
心
が
高

ま
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
創
刊
号
で
は
、「
地
球
環
境
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
う
し
た
社
会
性
、
時
事
性
の
高
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
深
く
掘
り
下
げ

る
と
と
も
に
、「
関
西
」
と
い
う
視
点
も
大
切
に
し
な
が
ら
、
皆
さ
ま
に
心
躍
る
よ
う
な

情
報
の
ご
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

季
刊
誌
と
し
て
、
三
カ
月
に
一
度
、
皆
さ
ま
の
お
て
も
と
に
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ど
う
か
ご
愛
読
賜
り
、
ご
意
見
ご
感
想
を
賜
り
ま
す
れ
ば
、
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

関
西
電
力
株
式
会
社　

取
締
役
社
長

『
躍
』創
刊
に
あ
た
っ
て



脱・温暖化へ

文明・社会の
ビジョンを構想する

	 鼎談
 特集――❶ 基軸を
	 探る

深刻化する地球温暖化問題。
地球46億年の歴史の先で、
人間活動と地球の気候・生態系が摩擦を起こしている。
我 は々どのような地球、どのような社会を目指すのか――

日本の固有性に立脚した
文明・社会のビジョンを構想するとともに、
国際政治経済の現実を踏まえた、
脱・温暖化への現実的な手だてを探りたい。

寺島実郎 三井物産戦略研究所所長・（財）日本総合研究所会長

川勝平太 静岡文化芸術大学学長

植田和弘 京都大学大学院経済学研究科教授・同地球環境学堂教授
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脱
・
温
暖
化
を
め
ぐ
る
現
状
認
識
と
着
眼
点
は
何
か

植
田　

温
暖
化
と
い
う
の
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題

を
提
起
し
て
い
ま
す
。
極
め
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な

問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
本
が
こ
の
問
題
を

ど
う
認
識
し
、
ど
う
い
う
立
場
で
取
り
組
む
の

か
。
直
接
的
に
は
、
こ
の
夏
の
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ

ト
で
日
本
が
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
る
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
温
暖

化
は
超
長
期
に
わ
た
る
問
題
と
い
う
側
面
を
持

っ
て
お
り
、
文
明
や
社
会
ビ
ジ
ョ
ン
と
関
わ
り

が
深
く
、
そ
の
点
で
、
ど
う
い
う
将
来
を
描
き
、

社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
か
︱
︱
今
、
環
境
問
題
な
ど
で
よ
く
言
わ

れ
て
い
る
の
が
「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」。
先
に
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
を
描
き
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
今
、
何
を
す
べ
き
か
を

検
討
す
る
考
え
方
。
そ
の
視
点
を
踏
ま
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
や
課
題
を
、

本
日
は
考
え
た
い
。
ま
た
、
関
西
か
ら
ど
う
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
す
べ
き
か
に
つ
い
て
も
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
お
二
人
に
そ
れ
ぞ
れ
、
温
暖
化
と
は
ど
う
い
う
問
題

で
あ
る
か
、
現
状
認
識
な
り
着
眼
点
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
、
寺
島
さ
ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

寺
島　

温
暖
化
問
題
は
グ
ロ
ー
バ
ル
と
言
わ
れ
た
の
で
、「
グ
ロ

ー
バ
ル
」
と
い
う
視
点
に
つ
い
て
、
初
め
に
頭
の
整
理
を
し
て

み
る
と
、
我
々
の
世
代
に
と
っ
て
印
象
深
い
の
は
、
一
九
六
九

年
。
人
類
が
月
に
立
ち
、
月
の
彼
方
か
ら
昇
る
地
球
の
映
像
を
見

て
、
地
球
は
一
つ
の
星
だ
と
実
感
し
た
。
そ
し
て
七
二
年
に
ロ
ー

マ
・
ク
ラ
ブ
が
『
成
長
の
限
界
』
と
い
う
本
を
出
し
、
社
会
人
一

年
目
だ
っ
た
私
は
衝
撃
を
受
け
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
地
球
を
一

つ
の
存
在
と
し
て
と
ら
え
、
地
球
環
境
問
題
、
当
時
は
公
害
や
汚

染
、
人
口
爆
発
、
資
源
の
有
限
性
と
い
う
視
点
が
提
起
さ
れ
、
非

常
に
驚
い
た
。

　

そ
こ
か
ら
日
本
は
七
三
年
、
七
九
年
と
石
油
危
機
を
乗
り
越
え

て
八
〇
年
代
末
の
バ
ブ
ル
に
差
し
か
か
り
、
世
界
で
は
九
〇
年
前

後
に
冷
戦
が
終
結
。
九
一
年
に
ソ
連
が
崩
壊
し
、
市
場
の
一
体
化

と
い
う
意
味
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
始
め
た
。

　

国
境
を
超
え
て
、
人
、
物
、
金
、
技
術
、
情
報
が
自
由
に
移
動

す
る
時
代
︱
︱
か
つ
て
の
東
側
地
域
も
市
場
主
義
の
枠
組
み
の
中

を
生
き
る
時
代
が
来
た
と
し
て
、
あ
る
種
、
楽
観
的
な
文
脈
で
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
時
代
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
七
年
、
こ
の
間
、
世
界
の
実

質
経
済
成
長
率
は
三
・
二
％
と
、
地
球
全
体
が
過
去
に
例
の
な
い

成
長
軌
道
を
走
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
当
然
な
が
ら
成
長
の
対

価
と
い
う
問
題
に
、
改
め
て
気
づ
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
既
に
言
い
古
さ
れ
た
か
に
見
え
る
「
三
つ
の
Ｅ
」
論
。

す
な
わ
ち
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
エ
ナ
ジ
ー
と
エ
ン
バ
イ
ロ
ン
メ
ン
ト

は
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
。
大

概
の
人
が
建
前
論
だ
と
思
っ
て
い
た
話
が
、
俄
然
、
そ
う
で
は
な

い
と
。
つ
ま
り
世
界
経
済
三
・
二
％
成
長
と
い
う
な
か
で
、
環
境

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
極
端
な
歪
み
が
出
て
い
る
。
そ
れ
が
今
、
ま
さ

に
我
々
が
直
面
し
て
い
る
、
百
ド
ル
原
油
や
、
京
都
議
定
書
、
ポ

ス
ト
京
都
と
い
う
議
論
の
背
景
に
あ
る
構
図
だ
と
思
い
ま
す
。

ロ
ー
マ
・
ク
ラ
ブ

資
源
・
環
境
・
食
糧
・
人
口

問
題
な
ど
に
対
す
る
国
際
的

な
研
究
・
提
言
を
行
う
グ
ル

ー
プ
。
世
界
の
科
学
者
、
経

済
学
者
、
財
界
人
ら
を
メ
ン

バ
ー
と
し
、
一
九
六
八
年
に

結
成
さ
れ
た
。

三
つ
の
Ｅ

E
con

om
y

、E
n
erg
y

、

E
nvironm

ent

、
三
つ
の

「
Ｅ
」
の
同
時
達
成
。
経
済

発
展
は
、（
化
石
燃
料
主
体

の
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
伴

う
こ
と
か
ら
、
地
球
環
境
問

題
を
引
き
起
こ
す
、
い
わ
ゆ

る
「
３
Ｅ
の
ト
リ
レ
ン
マ
」

と
し
て
、
解
決
が
目
指
さ
れ

て
い
る
。

植
田　

確
か
に
近
年
、
中
国
・
イ
ン
ド
の
成
長

な
ど
が
環
境
へ
の
負
荷
を
急
増
さ
せ
て
い
て
、

も
は
や
「
三
つ
の
Ｅ
」
論
を
建
前
な
ど
と
言
え

な
い
状
況
で
す
が
、
川
勝
さ
ん
は
ど
う
見
て
い

ま
す
か
。

川
勝　

寺
島
さ
ん
が
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
の

過
程
を
簡
潔
に
整
理
さ
れ
た
が
、
六
九
年
に

米
国
の
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
が
月
面
か
ら
地
球

の
映
像
を
送
っ
て
き
た
時
、
我
々
は
、
地
球
は

一
つ
と
い
う
認
識
を
共
有
し
て
い
た
か
ど
う
か
。

当
時
は
冷
戦
で
、
東
西
両
陣
営
が
計
画
経
済
と

市
場
経
済
で
激
し
い
経
済
競
争
を
し
て
お
り
、七
二
年
の
ロ
ー
マ
・

ク
ラ
ブ
の
報
告
も
、
成
長
に
限
界
を
も
た
ら
す
資
源
制
約
論
で
は

あ
っ
て
も
、
ま
だ
地
球
は
一
つ
と
い
う
認
識
は
希
薄
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

日
本
も
、
い
わ
ば
公
害
先
進
国
な
が
ら
、
ま
だ
ア
メ
リ
カ
的
な

豊
か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
憧
れ
、
そ
れ
を
自
分
た
ち
の
も
の
に

す
る
こ
と
に
懸
命
で
、
八
五
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
あ
た
り
で
、
ア
メ

リ
カ
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
と
い
う
戦
後
の
目
標
の
分
水
嶺
を
越

え
ま
し
た
が
、
以
後
は
バ
ブ
ル
に
浮
か
れ
、
地
球
環
境
問
題
を
深

刻
に
考
え
て
い
た
と
は
と
う
て
い
思
え
ま
せ
ん
。

　

潮
目
が
変
わ
っ
た
の
は
九
〇
年
代
。
冷
戦
が
終
結
し
、
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
が
世
界
単
一
市
場
の
イ
メ
ー
ジ
で
広
ま
る

と
同
時
に
、
九
二
年
の
い
わ
ゆ
る
「
地
球
サ
ミ
ッ
ト
」
が
大
き
い

︱
︱
こ
れ
で
環
境
問
題
が
一
気
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
そ

の
場
で
生
物
多
様
性
条
約
が
結
ば
れ
、
生
物
の
多
様
性
が
地
球
の

Economy
【経済】

Energy
【エネルギー】

Environment
【環境】

3Eのトリレンマ

経済成長の対価として
「三つのＥ」のバランスに
極端な歪みが現れた

軍事力、経済力から文化力へ
多様性を重視し
「美」に価値を見いだす
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本
来
の
環
境
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
共
有
し
た
。
地
球
環
境
に
関

わ
る
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
多
様
性
」
で
す
。
生
物
だ
け
で
な
く
、

文
化
も
多
様
性
が
大
切
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
に
対
し
ロ
ー
カ
ル
な
文
化
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
機
運
も
生

ま
れ
た
。

　

そ
れ
に
応
じ
て
、
国
力
を
め
ぐ
る
価
値
観
が
急
速
に
変
わ
っ

た
。
国
力
の
軸
足
は
、
戦
前
は
軍
事
力
、
戦
後
は
経
済
力
に
置
か

れ
た
が
、
生
物
や
地
域
の
環
境
の
多
様
性
に
関
わ
る
の
は
文
化
力

だ
。
文
化
力
で
国
力
を
上
げ
よ
う
と
い
う
方
向
へ
軸
足
が
移
っ
た
。

軍
事
力
は
戦
艦
の
数
、
経
済
力
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
や
Ｇ
Ｎ
Ｐ
で
測
っ
た
が
、

文
化
力
は
人
の
心
に
訴
え
る
魅
力
で
あ
り
、
端
的
に
は
国
の
「
た

た
ず
ま
い
」
の
美
し
さ
だ
。
地
球
環
境
に
関
わ
る
価
値
は
真
・
善
・

美
の
う
ち
「
美
」
で
す
。

植
田　

多
様
性
の
観
点
か
ら
地
球
を
考
え
れ
ば
、

経
済
一
辺
倒
で
は
な
い
価
値
を
見
い
だ
せ
る
と

い
う
わ
け
で
す
ね
。

　

も
う
一
つ
、
経
済
学
の
観
点
で
言
え
ば
、
経

済
予
測
は
、
ど
ん
な
に
長
く
て
も
三
十
年
を
超

え
る
と
リ
ア
リ
テ
ィ
が
な
い
。
し
か
し
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
の
ま
と
め
方
な

ど
を
見
る
と
、
す
ぐ
二
一
〇
〇
年
と
か
い
う
次

元
の
話
が
出
て
き
て
い
て
、
環
境
問
題
は
時
間

軸
を
非
常
に
長
く
と
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
そ

の
点
で
従
来
の
問
題
と
少
し
違
う
面
が
あ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

寺
島　

時
間
軸
と
い
う
の
は
重
要
で
す
ね
。
環
境
問
題
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
は
表
裏
一
体
で
あ
り
、
一
昨
年
、「
新
・
国
家
エ
ネ
ル

ギ
ー
戦
略
」
の
策
定
に
参
画
し
て
思
っ
た
の
は
、
や
は
り
長
期
の

視
野
を
持
た
な
い
と
、
環
境
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
議
論
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
。
一
方
、
い
よ
い
よ
四
月
か
ら
動
き
始
め
た
京
都
議
定

書
で
、
日
本
は
二
〇
一
二
年
ま
で
と
い
う
比
較
的
短
期
の
目
標
に

コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

日
本
は
世
界
に
向
か
っ
て
、
胸
を
た
た
い
て
六
％
Ｃ
Ｏ
２

削
減

に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
以
上
、
ど
こ
ま
で
誠
実
に
や
り
遂
げ
る
か
が
、

今
後
の
日
本
の
発
言
力
に
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
こ
で
認
識
し
て

お
く
べ
き
は
、
一
九
九
〇
年
に
比
べ
、
日
本
は
既
に
二
〇
〇
六
年

時
点
で
六
・
四
％
（
速
報
値
）
増
加
し
て
い
る
こ
と
。
し
か
も
、

実
は
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
が
地
震
で
止
ま
り
、
化
石
燃
料
で

代
替
し
て
い
る
こ
と
で
、
実
質
は
さ
ら
に
プ
ラ
ス
二
％
と
言
わ
れ

て
い
る
。
従
っ
て
、
約
束
を
果
た
す
な
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
に

一
五
％
も
の
削
減
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　

先
日
、
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
を
丸
一
日
か
け
て
見
て
き
て
、

深
く
考
え
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

原
子
力
は
建
設
ま
で
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
長
い
。
そ
の
た
め
今

後
ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
を
、
早
く
決
断
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

　

環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
戦
略
意
思
の
問
題
で
、
覚
悟
を
持
っ
て

議
論
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
そ
の
際
、
原
子
力
は
Ｃ
Ｏ
２

を

出
さ
ず
環
境
に
優
し
い
と
か
、
効
率
的
に
稼
働
す
れ
ば
コ
ス
ト
が

安
い
︱
︱
こ
の
二
点
を
挙
げ
て
原
子
力
を
推
す
人
が
多
い
。
し
か

し
、
む
し
ろ
私
が
重
視
し
た
い
の
は
、
日
本
が
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
に
関
し
、
世
界
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
の
が
「
原
子
力
技

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
。
地
球
温
暖
化
に
関

し
各
国
政
府
を
代
表
す
る
世

界
の
研
究
者
が
集
ま
り
、
科

学
的
な
調
査
・
研
究
の
評
価

を
行
う
組
織
。
地
球
温
暖
化

の
科
学
的
知
見
・
影
響
・
対

策
な
ど
の
評
価
を
行
い
、
報

告
書
を
公
表
。
二
〇
〇
七
年

十
一
月
に
第
四
次
評
価
報
告

書
統
合
報
告
書
を
公
表
し
た
。

http://w
w
w
.env.go.jp/

earth/ipcc/4th_rep.htm
l

新
・
国
家
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略

原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
世
界

の
厳
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢

を
踏
ま
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
を
核
と
し
た
日
本
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
。
経
済
産

業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
よ

り
二
〇
〇
六
年
五
月
公
表
。

日
本
の
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
指
針
と
し
て
、
石
油

依
存
度
の
引
き
下
げ
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
活
用
、
そ

し
て
電
力
需
要
に
占
め
る
原

子
力
の
割
合
を
現
在
の
約

三
〇
％
か
ら
「
三
〇
〜
四
〇

％
以
上
」
の
水
準
に
高
め
る

「
原
子
力
立
国
計
画
」
も
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。

http://w
w
w
.m
eti.go.jp/

press/20060531004/2006
0531004.htm

l

寺島　 実郎　　 てらしま　じつろう
三井物産戦略研究所所長；
（財）日本総合研究所会長
（経営戦略;中東問題;国際政治経済）
1947年北海道生まれ。早稲田大学大学
院政治学研究科修士課程修了。三井
物産調査部入社。米国三井物産ニュー
ヨーク本店課長、ワシントン事務所長など
を経て、現職。国際政治経済アナリストと
して活躍。著書「時代の深層底流を読
む」「二十世紀から何を学ぶか」「経済
人はなぜ平和に敏感でなければならない
のか」など。内閣官房「地球温暖化問題
に関する懇談会」委員、経済産業省「地
球温暖化対応のための経済的手法研
究会」委員など。
http://mitsui.mgssi.com/

術
」
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
を
見
た
時
、
こ
の
こ
と
を
改
め
て
認

識
し
ま
し
た
。
見
学
の
際
、
一
番
興
味
が
あ
っ
た
の
は
、
な
ぜ
決

定
的
な
事
故
が
避
け
ら
れ
た
の
か
と
い
う
点
。
そ
の
点
に
つ
い
て

微
に
入
り
細
に
わ
た
り
聞
い
た
結
果
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
報
告
書
も
指

摘
し
驚
い
て
い
る
が
、
直
下
型
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
の
地

震
に
際
し
瞬
時
に
原
子
炉
を
止
め
る
シ
ス
テ
ム
が
作
動
し
た
。
こ

れ
は
驚
く
べ
き
技
術
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
し
か
も
ア
メ
リ
カ
か
ら
の

導
入
技
術
で
な
く
、
日
本
の
技
術
者
が
支
え
た
技
術
な
ん
で
す
。

　

私
は
イ
ラ
ン
の
石
油
化
学
問
題
等
に
携
わ
っ
て
き
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
世
界
が
、
い
か
に
国
家
間
で
熾
烈
な
綱
引
き
を
し
て
い
る

世
界
か
と
い
う
こ
と
を
思
い
知
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
現
実

の
な
か
で
、
近
隣
諸
国
や
世
界
の
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、

日
本
が
発
言
力
、
説
得
力
を
持
っ
て
い
く
に
は
、
今
後
も
原
子
力

の
平
和
利
用
を
支
え
る
し
っ
か
り
し
た
技
術
基
盤
を
築
い
て
い
く

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

温
暖
化
防
止
へ
、
日
本
は
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
で
一
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
の
多
様
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
家
と
し
て
、

二
〇
三
〇
年
に
電
力
の
三
割
以
上
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
五
％

以
上
を
原
子
力
で
や
る
と
決
断
し
た
の
は
、「
新
・
国
家
エ
ネ
ル

ギ
ー
戦
略
」
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
。
そ
れ
を
基
軸
に
、
原
子
力
に

つ
い
て
、
逃
げ
ず
に
正
面
か
ら
方
向
づ
け
て
い
く
見
識
と
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
が
問
わ
れ
て
い
る
。
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
接
点
で
、

ご
ま
か
し
て
は
い
け
な
い
テ
ー
マ
が
そ
こ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

川
勝　

同
感
で
す
。
宇
宙
開
発
も
原
子
力
開
発
も
、
日
本
は
平
和

原子力平和利用技術の蓄積が
環境問題での
日本の発言力を増す
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利
用
と
い
う
筋
を
通
し
て
い
ま
す
。
技
術
の
平

和
利
用
の
モ
デ
ル
で
、
そ
れ
を
世
界
に
提
供
で

き
る
。
残
念
な
が
ら
、
平
和
利
用
は
必
ず
し
も

世
界
の
常
識
で
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
い
く

ら
強
調
し
て
も
、
し
過
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
先

ほ
ど
か
ら
出
て
い
る
「
三
つ
の
Ｅ
」
も
「
平
和
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
つ
な
が
る
。
も
う
一
つ

貫
い
て
い
る
の
が
、「
ラ
イ
フ
（
生
命
）」
で
す
。

日
本
に
は
独
自
の
自
然
観
が
あ
り
、
そ
れ
が
高

度
な
科
学
技
術
の
基
礎
に
あ
る
。
平
和
と
生
命

の
重
視
で
す
。
環
境
を
破
壊
し
な
い
、
生
活
を

破
壊
し
な
い
、
生
命
を
破
壊
し
な
い
、
昔
風
に
言
え
ば
「
草
木
国

土
悉
皆
成
仏
」
の
自
然
観
・
生
命
観
で
す
が
、
生
物
の
多
様
性
を

重
ん
じ
平
和
を
確
保
す
る
。
こ
れ
も
併
せ
て
発
信
し
た
い
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
な
く
、
日
本
は
食
料
も
輸
入
し
て
い
て
、

食
料
の
自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
三
九
％
。
そ
う
し
た
な
か
、

中
国
食
品
の
問
題
が
起
き
、
食
の
安
全
へ
の
認
識
が
高
ま
り
、
自

給
率
向
上
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
給
率
は
地
域
に
よ

っ
て
異
な
り
、
北
海
道
は
約
二
〇
〇
％
、
東
北
は
一
〇
〇
％
前
後
。

と
こ
ろ
が
、
東
京
一
％
、
大
阪
二
％
、
神
奈
川
三
％
、
つ
ま
り
大

都
会
は
全
面
輸
入
で
す
。
賞
味
期
限
や
消
費
期
限
切
れ
の
食
品
の

廃
棄
量
も
半
端
で
な
く
、
お
よ
そ
年
間
二
千
万
ト
ン
に
も
達
し
て

い
る
。
こ
れ
は
世
界
の
食
料
援
助
量
の
約
三
倍
で
あ
り
、
も
っ
た

い
な
い
こ
と
甚
だ
し
い
。

　

そ
こ
か
ら
言
え
る
の
は
、
東
京
的
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
必
ず
し

も
未
来
の
モ
デ
ル
に
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
土

や
水
、
緑
に
親
し
む
方
法
が
要
り
ま
す
。
政
府
も
、
子
供
た
ち
を

農
山
漁
村
に
滞
在
さ
せ
、
都
会
と
は
違
う
暮
ら
し
方
を
学
ば
せ
る

施
策
を
打
ち
出
し
た
。
つ
ま
り
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
模
索

が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

水
に
つ
い
て
も
、
稀
少
資
源
だ
と
い
う
認
識
が
広
が
っ
て
お
り
、

水
環
境
を
重
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
な
か
で
、
生
命
に
対
す
る
関
心

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

自
然
観
が
問
わ
れ
て
い
る
。
自
然
を
技
術
で
制
御
で
き
る
の
か
。

日
本
人
は
、
台
風
や
地
震
を
日
常
で
経
験
し
て
い
る
の
で
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
よ
う
に
技
術
で
自
然
を
制
御
し
き
れ
る
と
は
思
っ
て
い

な
い
。
自
然
に
対
す
る
態
度
は
、
根
本
の
と
こ
ろ
で
謙
虚
で
す
。

こ
の
態
度
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
安
全
技
術
へ
の
投
資
・
人
材
養

成
と
、
安
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
方
向
に
舵
は
切
ら
れ
て
い
く

と
見
て
い
ま
す
。

脱
・
温
暖
化
の
文
明
・
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
う
描
く
か

植
田　

で
は
こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
う

描
く
か
。
二
〇
〇
七
年
の
ハ
イ
リ
ゲ
ン
ダ
ム

サ
ミ
ッ
ト
の
直
前
に
安
倍
前
首
相
が
「
美
し

い
星　

ク
ー
ル
ア
ー
ス
50
」
の
提
案
を
行
っ
た
。

二
〇
五
〇
年
ま
で
に
世
界
全
体
で
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
を
半
減
す
る
と
い
う
提
案
で
、
多

く
の
人
は
歓
迎
し
た
が
、
本
当
の
意
味
を
理
解

し
た
人
は
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う

ん
で
す
。

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ

国
際
原
子
力
機
関
。
原
子
力

の
平
和
利
用
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
原
子
力
の
軍
事
利

用
へ
の
転
用
防
止
を
目
的
と

し
た
機
関
。
軍
事
転
用
を
防

ぐ
保
障
措
置
（
核
査
察
）
な

ど
を
実
施
。

草
木
国
土
悉
皆
成
仏

そ
う
も
く
こ
く
ど
し
っ
か
い

じ
ょ
う
ぶ
つ
。
仏
教
の
言
葉

で
、
草
も
木
も
悉
（
こ
と
ご

と
）
く
皆
、
仏
に
す
で
に
成

っ
て
い
る
、
つ
ま
り
尊
い
生

命
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
意

味
。

子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

二
〇
〇
七
年
八
月
、
総
務
省
、

文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省

の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
発
表
さ
れ
た
構
想
。
学
ぶ

意
欲
や
自
立
心
、
思
い
や
り

の
心
、
規
範
意
識
な
ど
を
は

ぐ
く
み
、
力
強
い
子
ど
も
の

成
長
を
支
え
る
教
育
活
動
と

し
て
、
小
学
校
に
お
け
る

農
山
漁
村
で
の
長
期
宿
泊

体
験
活
動
を
推
進
。
全
国

二
万
三
千
校
の
小
学
校
（
一

学
年
百
二
十
万
人
を
目
標
）

で
の
体
験
活
動
展
開
を
目
指

し
て
い
る
。

東京的ライフスタイルの
対極にある日本人の自然観が
見直される

美しい星の実現へ
先進国のＣＯ２排出量を
「ゼロ」にする？
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つ
ま
り
、
世
界
を
先
進
国
と
途
上
国
に
分
け
る
と
、
現
時
点
で

の
排
出
量
は
ち
ょ
う
ど
半
分
ず
つ
。
二
〇
五
〇
年
ま
で
を
考
え
た

と
き
、
途
上
国
は
や
は
り
発
展
し
て
い
く
。
私
は
以
前
、
簡
単

な
計
算
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
今
、
日
本
で
自
動
車
が

七
千
九
百
万
台
走
っ
て
い
て
、
同
じ
人
口
比
率
で
中
国
で
走
っ
た

場
合
、
つ
ま
り
中
国
が
日
本
並
み
の
車
社
会
に
な
れ
ば
、
そ
の
数

は
八
億
台
。
こ
れ
は
今
、
世
界
で
走
っ
て
い
る
車
の
総
数
と
同
じ

で
、
一
つ
の
有
限
な
地
球
に
も
う
一
つ
の
車
社
会
が
で
き
る
こ
と

に
な
る
。
次
に
イ
ン
ド
も
と
な
る
と
、
地
球
上
の
車
は
今
の
三
倍

に
な
り
、
経
済
発
展
と
と
も
に
途
上
国
の
排
出
量
は
増
え
る
と
考

え
る
の
が
妥
当
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
を
、
大
変
な
努
力
を
し
て
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
途
上
国
の

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
現
状
の
ま
ま
維
持
し
て
も
、
二
〇
五
〇
年
に
世

界
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
半
減
す
る
に
は
、
先
進
国
は
何
と
「
ゼ
ロ
」

に
し
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
は
可
能
な
の
か
。

　

た
だ
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
自
然
科
学
者
た
ち
の
提
言
も
、
も
っ
と
早

期
に
削
減
を
進
め
る
と
い
う
趣
旨
な
の
で
、
や
は
り
そ
れ
に
近
い

目
標
は
立
て
な
い
と
い
け
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ

ツ
は
、
六
〇
％
、
八
〇
％
削
減
と
い
う
提
案
を
出
し
て
き
て
い
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
何
を
す
る
か
。
中
期
的

な
目
標
を
ど
う
設
定
し
、
何
を
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
明
確
な

ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

寺
島　
「
美
し
い
星
50
」
な
ん
て
言
っ
た
手
前
、
総
量
規
制
論
に

一
切
乗
ら
な
い
わ
け
に
も
い
か
な
い
し
、
そ
れ
以
前
に
、
京
都

議
定
書
自
体
の
ク
リ
ア
も
至
難
の
数
字
。
さ
ら
に
、
こ
こ
へ
来

て
欧
州
は
、
先
進
国
は
ミ
ニ
マ
ム
二
〇
％
を

二
〇
二
〇
年
ま
で
に
、
と
い
う
数
字
を
出
し
て

き
た
。
仮
に
日
本
が
こ
の
二
〇
％
削
減
を
了
解

し
た
場
合
、
現
実
に
既
に
一
九
九
〇
年
比
六
・
四

％
増
、
さ
ら
に
一
部
の
原
子
力
発
電
所
が
止
ま

っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
二
〇
二
〇
年
ま

で
に
三
割
程
度
の
削
減
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と

に
な
る
。

　

三
割
削
減
︱
︱
日
本
が
そ
れ
を
や
る
と
胸
を

た
た
け
ば
、
そ
の
瞬
間
に
、
今
、
発
表
し
て
い

る
す
べ
て
の
国
家
戦
略
を
全
部
書
き
直
さ
な
い

と
い
け
な
い
ほ
ど
の
極
端
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
、

途
方
も
な
い
目
標
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
こ
そ
産
業
か

ら
民
生
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
の
人
に
非
常
事
態
宣
言
的
な
パ
ラ

ダ
イ
ム
転
換
を
迫
ら
な
け
れ
ば
、
と
て
も
持
ち
出
せ
る
数
字
で
は

な
い
。

　

そ
こ
に
、
日
本
が
総
量
規
制
論
を
残
し
な
が
ら
も
、
セ
ク
タ
ー

別
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
議
論
を
持
ち
出
し
て
い
る
理
由
が
あ
る
。

つ
ま
り
段
階
的
接
近
法
で
、
セ
ク
タ
ー
ご
と
に
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ

る
努
力
目
標
を
出
そ
う
と
。
但
し
、
セ
ク
タ
ー
ご
と
に
積
み
上
げ

て
目
標
に
達
し
て
も
、
総
枠
と
し
て
の
削
減
目
標
に
近
づ
く
か
と

い
う
と
、
そ
の
整
合
性
は
と
れ
て
い
な
い
。

　

確
か
に
、
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
は
一
つ
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
で
、

そ
こ
を
超
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
こ
ん
な
長
期
軸
の

テ
ー
マ
に
関
し
、
ま
な
じ
り
決
し
て
そ
の
場
で
解
決
の
し
く
み
を

見
い
だ
そ
う
な
ん
て
思
い
込
む
方
が
ム
リ
。
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ル

総
量
規
制
論

国
や
地
域
ご
と
に
Ｃ
Ｏ
２

の

総
排
出
量
目
標
を
決
め
、
配

分
す
る
規
制
方
法
。

セ
ク
タ
ー
別
ア
プ
ロ
ー
チ

業
種
や
産
業
部
門
（
セ
ク
タ

ー
）
ご
と
に
効
率
を
向
上
さ

せ
て
達
成
し
得
る
Ｃ
Ｏ
２

の

潜
在
的
削
減
可
能
量
を
算
出

し
、
そ
れ
を
積
み
上
げ
て
国

別
の
総
量
目
標
を
決
め
る
方

法
。

二
百
年
住
宅

持
続
可
能
社
会
の
実
現
に
向

け
た
具
体
策
と
し
て
、
耐
久

性
が
高
く
、
数
世
代
に
わ
た

っ
て
住
め
る
住
宅
を
つ
く
ろ

う
と
い
う
も
の
。
福
田
首
相

が
二
〇
〇
七
年
十
月
の
所
信

表
明
演
説
、
二
〇
〇
八
年
一

月
の
施
政
方
針
演
説
で
提
唱

し
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。

や
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
い
い
か
を
、
粘
り
強
く
、
焦
ら
ず
し
っ
か

り
組
み
立
て
る
必
要
が
あ
る
。
天
文
学
的
数
字
へ
の
挑
戦
に
、
そ

の
場
の
勢
い
で
無
責
任
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
の
も
ま
ず
い
し
、
ま
た

誠
実
に
向
き
あ
う
こ
と
を
避
け
る
の
も
ま
ず
い
。
こ
の
あ
た
り
が
、

今
、
日
本
の
悩
ま
し
い
立
ち
位
置
だ
と
思
う
ん
で
す
。　

川
勝　

確
か
に
厳
し
い
。「
美
し
い
星
50
」
に

向
け
て
政
府
は
環
境
重
視
だ
が
、
福
田
首
相
が

施
政
方
針
演
説
で
提
唱
し
た
二
百
年
住
宅
は

新
鮮
な
驚
き
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。

　

仮
に
高
層
建
築
物
が
三
分
の
一
の
高
さ
で

あ
れ
ば
、
三
分
の
一
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
済
む
。

平
屋
な
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
は
要
ら
な
い
。
低
層
に

な
れ
ば
高
層
よ
り
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は

少
な
く
て
済
む
。
狭
い
土
地
を
効
率
的
に
使
お

う
と
、
容
積
率
を
思
い
き
り
上
げ
る
の
は
温
暖

化
ガ
ス
削
減
と
矛
盾
す
る
。
そ
こ
か
ら
「
日
本

の
国
の
た
た
ず
ま
い
を
変
え
る
」
と
い
う
課
題

が
出
て
く
る
。

　

そ
れ
は
、
自
然
に
親
し
み
、
自
然
の
中
で
暮
ら
す
よ
う
な
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
た
め
に
も
技
術
が
必
要
で

あ
る
。
環
境
を
良
く
す
る
の
も
悪
く
す
る
の
も
技
術
だ
。
軍
事
立

国
力
の
と
き
は
軍
事
技
術
、
経
済
力
の
と
き
は
産
業
技
術
が
必

要
だ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
環
境
技
術
が
要
る
。
環
境
技
術
と
は
、

環
境
復
元
、環
境
美
化
、環
境
浄
化
な
ど
、自
然
調
和
型
の
技
術
だ
。

　

自
然
の
叡
智
に
学
ぶ
環
境
復
元
技
術
は
、
人
間
の
英
知
で
環
境

川勝　 平太　　 かわかつ　へいた
静岡文化芸術大学学長（比較経済史）
1948年京都府生まれ。学士（早稲田大
学政治経済学部）、修士（同大学院経
済学研究科）、D.Phil.（オックスフォード大
学）。早稲田大学教授、国際日本文化
研究センター教授を経て、2007年より現
職。著書「文化力」「『美の国』日本をつく
る」「『美の文明』をつくる」「日本文明と
近代西洋」「文明の海洋史観」「富国
有徳論」など。国土審議会委員ほか。
http://www.suac.ac.jp/about/
operation/message2/

洞爺湖サミットはマイルストーン
焦らずしっかり
システムを組み立てる

地域ごとに異なる生態環境に応じ
日本の国の
たたずまいを変える
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を
改
変
（
破
壊
）
す
る
技
術
の
対
極
に
あ
る
。
そ
の
技
術
は
従
来

の
技
術
体
系
と
は
違
う
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
。
最
近
で
は
、
企
業

立
地
も
、
地
域
景
観
と
の
調
和
を
重
視
し
だ
し
た
。
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
議
論
の
落
ち
着
き
先
は
、
企
業
は
株
主
だ
け

の
も
の
で
は
な
く
、
社
会
の
公
器
だ
と
い
う
も
の
だ
。
環
境
に
マ

ッ
チ
し
た
、
美
し
い
た
た
ず
ま
い
の
工
場
や
社
屋
を
つ
く
り
、
環

境
調
和
型
の
技
術
を
開
発
す
る
企
業
に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

　

日
本
の
国
の
た
た
ず
ま
い
も
、
日
本
の
生
態
や
環
境
に
応
じ
た

も
の
に
変
え
る
こ
と
が
課
題
だ
。
そ
れ
は
「
東
京
的
」
な
も
の
で

は
な
い
。
各
地
に
「
ミ
ニ
東
京
」
が
で
き
、
金
太
郎
飴
の
よ
う
な

景
観
に
な
っ
た
が
、
生
態
・
環
境
は
各
地
で
異
な
る
。
各
地
域
の

生
態
・
環
境
に
応
じ
た
た
た
ず
ま
い
を
実
現
し
て
い
く
の
が
課
題

だ
。
地
域
に
応
じ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
創
造

を
軸
に
し
た
国
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
出
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る

動
き
に
期
待
を
持
っ
て
い
る
。

寺
島　

川
勝
さ
ん
と
僕
の
接
点
は
、
ま
さ
に
こ
の
話
。

か
つ
て
二
人
で
首
都
機
能
移
転
に
つ
い
て
国
会
で
証

言
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

東
京
に
過
剰
な
集
積
を
し
て
高
度
成
長
期
を
し
の

い
だ
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
森

に
沈
む
首
都
み
た
い
な
表
現
で
川
勝
さ
ん
が
話
し
て

い
た
の
を
思
い
出
す
が
、
私
も
同
感
で
、
や
は
り
日

本
の
た
た
ず
ま
い
に
ふ
さ
わ
し
い
国
土
軸
の
再
設
計

が
必
要
で
す
。
そ
こ
に
至
ら
な
い
と
、
日
本
の
環
境

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
議
論
も
収
束
し
て
い
か
な
い
。
各
地
域
に
根
ざ

し
た
広
域
ブ
ロ
ッ
ク
や
道
州
制
に
つ
い
て
、
地
方
分
権
の
文
脈
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
人
が
主
体
的
に
自
ら
の
地
域
へ
の
イ
マ
ジ
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
駆
り
立
て
て
、
立
ち
向
か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
ん
で
す
。

　

例
え
ば
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
タ
ノ
ー
ル
を
北
海
道
の
活
性
化
に
生

か
す
。
今
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
タ
ノ
ー
ル
は
評
判
が
悪
く
、
人
間
が

食
べ
ら
れ
る
も
の
か
ら
燃
料
を
抽
出
す
る
の
は
、
食
糧
問
題
と
バ

ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
、
ま
ず
い
と
い
う
議
論
が
あ
る
。
こ
れ
は
重
要

な
論
点
だ
け
ど
、
本
来
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
タ
ノ
ー
ル
は
、
環
境
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
糧
と
い
う
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
ど
真
ん
中
に

あ
る
も
の
。
北
海
道
を
は
じ
め
日
本
で
は
、
休
耕
地
に
莫
大
な
助

成
金
を
出
し
て
支
え
る
構
図
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
休
耕
地
で

何
か
を
つ
く
っ
て
エ
タ
ノ
ー
ル
を
抽
出
し
、
ガ
ソ
リ
ン
に
混
ぜ
る
。

そ
れ
は
環
境
に
優
し
い
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
耕
作
型
文
明
へ
の
転
換

と
、
農
業
基
盤
の
支
援
を
同
時
に
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。

植
田　

地
域
が
主
体
的
に
立
ち
向
か
う
と
い
う
の
は
、
確
か
に
望

ま
し
い
で
す
ね
。

　

私
は
地
球
温
暖
化
防
止
の
成
否
は
、
地
域
が
握
っ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
理
由
は
三
つ
。
一
つ
は
、
寺
島
さ

ん
が
言
わ
れ
た
、
地
域
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
可
能
性
。
デ

ン
マ
ー
ク
な
ど
、
農
民
が
三
人
寄
れ
ば
発
電
所
を
つ
く
る
話
を
し

て
い
る
と
か
。
地
域
の
人
が
担
い
手
と
な
れ
る
身
近
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
戦
略
が
描
け
る
。

　

二
つ
め
が
温
暖
化
防
止
の
ま
ち
づ
く
り
。
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
は
、
交
通
・
運
輸
分
野
と
民
生
分
野
で
の
増
加
が
著
し
く
、
自

バ
イ
オ
マ
ス
エ
タ
ノ
ー
ル

サ
ト
ウ
キ
ビ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
大
麦
な
ど
の
バ
イ
オ
マ

ス
（
生
物
資
源
）
を
発
酵
さ

せ
、
蒸
留
し
て
生
産
さ
れ
る

エ
タ
ノ
ー
ル
。
ガ
ソ
リ
ン
の

代
替
燃
料
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
が
、
食
糧
と
の
競
合

と
い
っ
た
問
題
も
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
草
や
稲
藁
な
ど
人

間
が
食
べ
な
い
セ
ル
ロ
ー
ス

系
か
ら
の
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産

の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

公
害
防
止
協
定

地
方
公
共
団
体
と
企
業
の
間

で
交
わ
す
公
害
防
止
に
関
す

る
約
束
。
工
場
等
の
新
規

立
地
、
施
設
増
設
な
ど
を

機
に
結
ば
れ
る
も
の
が
多
く
、

一
九
六
四
年
に
横
浜
市
が
最

初
に
実
施
、
全
国
に
広
が
る
。

法
律
や
条
例
に
よ
る
一
律
的

な
規
制
に
比
べ
、
対
象
項
目
、

適
用
技
術
な
ど
を
地
域
の
実

情
に
あ
わ
せ
た
形
で
盛
り
込

ん
で
お
り
、
個
別
的
・
独
自

の
政
策
と
し
て
成
果
を
上
げ

て
い
る
。

動
車
や
住
宅
、
オ
フ
ィ
ス
な
ど
、
個
々
の
装
置
を
一
段
と
省
エ
ネ

型
に
転
換
す
る
こ
と
に
加
え
、
ま
ち
自
体
を
温
暖
化
防
止
仕
様
に

し
て
い
く
。
公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
道
を
整
備
し
て
、
中
心
街

へ
の
車
の
乗
り
入
れ
を
制
限
す
る
と
か
、
そ
こ
で
暮
ら
す
こ
と
自

体
、
脱
・
温
暖
化
に
つ
な
が
る
し
く
み
を
つ
く
る
。
京
都
も
昔
は

市
電
が
あ
り
、
そ
れ
は
京
都
市
の
水
力
発
電
所
で
つ
く
っ
た
電
気

で
走
っ
て
い
た
。
地
域
の
中
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
交
通
が
結
び
つ

い
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
時
代
が
違
う
に
し
て
も
、
も
っ
と
人
間
が

歩
き
や
す
い
、
歩
く
の
が
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
え
ば
い
い
。

　

三
つ
め
が
、
公
害
防
止
協
定
な
ど
自
治
体
環
境
政
策
で
蓄
積
し

て
き
た
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
温
暖
化
防
止
に
活
用
で
き
る
こ
と
。

　

温
暖
化
対
策
は
、
一
人
ひ
と
り
に
小
さ
な
削
減
努
力
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
受
身
ス
タ
イ
ル
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ

ー
ジ
が
つ
き
ま
と
う
が
、
も
っ
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
、
楽
し
く
削
減

す
る
と
い
う
か
、
取
り
組
む
こ
と
が
楽
し
く
な
る
よ
う
な
し
く
み

を
組
み
込
む
。
環
境
と
経
済
は
決
し
て
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
に

あ
る
の
で
は
な
く
、
両
立
で
き
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
環
境
と
経

済
を
統
合
し
て
取
り
組
む
べ
き
な
の
で
す
。
そ
れ
を
私
は
温
暖
化

防
止
の
「
環
境
経
済
戦
略
」
と
し
て
主
張
し
て
い
ま
す
が
、
地
域

が
そ
れ
に
戦
略
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域
バ
リ
ュ
ー
が
上
が

り
、
世
界
中
か
ら
多
く
の
人
を
集
め
、
住
民
が
誇
り
を
持
て
る
。

そ
れ
を
各
地
で
や
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

植
田　

新
し
い
シ
ス
テ
ム
や
モ
デ
ル
の
話
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

も
う
一
つ
社
会
ビ
ジ
ョ
ン
と
い
う
点
で
は
、
そ
れ
を
ア
ジ
ア
や
世

界
と
の
関
係
で
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

環境と経済を両立させる
「環境経済戦略」を地域から
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時
間
軸
で
考
え
た
と
き
、も
ち
ろ
ん
「
美
し
い
星
」

の
話
も
あ
る
し
、「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
＝
持
続

可
能
な
発
展
」
の
話
も
あ
る
。
八
七
年
に
ブ
ル
ン
ト

ラ
ン
ト
委
員
会
の
報
告
書
で
提
起
さ
れ
た
概
念
で

「
将
来
世
代
が
自
ら
の
ニ
ー
ズ
を
充
足
す
る
能
力
を

損
な
う
こ
と
な
く
、
今
日
の
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
満
た

す
こ
と
」
と
し
て
時
間
軸
上
の
公
平
性
に
言
及
し
た

が
、
私
は
同
時
に
、
発
展
段
階
の
異
な
る
南
北
間
の

公
平
性
に
つ
い
て
も
語
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
で

す
か
ら
日
本
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る
と
き
、
国
内
で

ど
う
い
う
モ
デ
ル
を
つ
く
っ
て
い
く
か
と
い
う
話
と
、

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
な
ど
諸
外
国
と
の
関
係
で
日
本
が
ど
う
い
う

立
ち
位
置
で
、
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
す
か
、
を
考
え
な

い
と
い
け
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。

川
勝　

ま
ず
外
か
ら
来
た
人
に
、
美
し
い
環
境
の
日
本
の
た
た
ず

ま
い
を
印
象
づ
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

　

先
ほ
ど
の
「
森
に
沈
む
ま
ち
」
に
つ
い
て
少
し
具
体
的
に
言
え

ば
、
各
国
の
首
都
の
象
徴
的
な
建
物
で
あ
る
国
会
議
事
堂
を
、
日

本
は
「
森
の
議
事
堂
」
と
し
て
つ
く
る
。
北
海
道
の
エ
ゾ
マ
ツ
か

ら
沖
縄
の
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ
ツ
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
県
木
を
百
本
ず

つ
出
し
て
も
ら
い
、
合
計
五
千
本
近
く
の
柱
を
並
べ
る
…
…
。

寺
島　

明
治
神
宮
を
建
て
る
時
、
確
か
全
国
か
ら
木
を
集
め
た
の

で
は
？

川
勝　

あ
の
時
は
各
地
が
木
を
寄
贈
し
、
集
ま
っ
た
木
を
ど
う
植

え
る
か
は
計
画
的
に
行
っ
た
が
、
今
度
は
、
各
県
の
自
然
を
代
表

す
る
木
を
持
ち
寄
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
計
画
的
に
や
る
。
日
本
は
、

北
は
流
氷
の
亜
寒
帯
、
南
は
珊
瑚
礁
の
亜
熱
帯
ま
で
あ
り
、
植

物
・
生
態
系
の
博
物
館
だ
。
こ
の
多
様
な
植
生
の
代
表
選
手
が
議

事
堂
に
集
い
、
五
千
本
の
柱
と
し
て
並
ぶ
。
そ
こ
に
日
本
の
国
を

運
営
す
る
人
々
が
出
入
り
す
る
。「
集
ま
り
散
じ
て
人
は
変
わ
れ

ど
、
仰
ぐ
は
同
じ
日
本
の
自
然
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

亜
熱
帯
か
ら
亜
寒
帯
ま
で
広
が
る
日
本
列
島
は
、
地
球
生
態
系

の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
に
見
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
砂
漠
、
つ
ま
り
極

端
に
水
が
欠
乏
し
て
い
る
地
域
は
な
い
。
ま
さ
に
「
水
の
惑
星
」

の
地
球
生
態
系
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
な
の
だ
。「
見
立
て
」
は
日
本
の

文
化
で
あ
る
。
日
本
の
見
立
て
の
文
化
を
活
用
し
、
世
界
の
人
々
、

特
に
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
人
々
に
生
態
系
の
活
用
方
法
の
見
本

を
見
せ
る
。「
森
の
議
事
堂
」
は
そ
の
象
徴
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、各
地
の
地
域
政
府
も
、地
域
の
植
生
を
象
徴
す
る
「
森

の
議
事
堂
群
」
を
つ
く
る
の
が
い
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
熱
帯
の
人

は
九
州
や
沖
縄
を
見
に
行
き
、
寒
い
地
域
の
人
は
北
海
道
や
東
北
、

雪
国
を
見
に
行
け
ば
い
い
。
狭
い
日
本
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
地
球

各
地
の
モ
デ
ル
に
な
り
、
発
展
途
上
国
か
ら
来
た
人
は
、
自
分
た

ち
の
生
態
系
に
応
じ
た
た
た
ず
ま
い
を
つ
く
る
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
日
本
各
地
が
世
界
各
地
の
モ
デ
ル
に
な
る
つ
も
り
で

国
の
た
た
ず
ま
い
を
変
え
る
の
で
あ
る
。
環
境
を
軸
に
し
た
地
域

づ
く
り
、
森
の
議
事
堂
、
日
本
ら
し
い
自
然
と
調
和
し
た
た
た
ず

ま
い
か
ら
な
る
国
土
景
観
を
つ
く
れ
ば
、
諸
外
国
が
学
び
に
来
る
。

脱
・
温
暖
化
社
会
実
現
へ
の
課
題
は
何
か

植
田　

そ
れ
で
は
今
後
の
課
題
に
話
を
進
め
ま
す
が
、
望
ま
し
い

将
来
像
は
描
け
て
も
、
そ
の
実
現
に
は
克
服
す
べ
き

課
題
も
多
い
。

　

地
球
科
学
の
専
門
家
は
地
球
の
こ
と
を
「
縫
い
目

の
な
い
織
物
」
と
表
現
し
ま
す
。
あ
る
種
、
生
態
系

的
な
一
体
性
を
念
頭
に
置
い
た
言
葉
で
す
が
、
地
球

環
境
問
題
で
は
、「
地
球
は
一
つ
だ
が
世
界
は
一
つ

で
な
い
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
国
境
を
つ
く
っ
て
、

国
益
中
心
の
議
論
に
な
る
の
で
、
地
球
の
一
体
性
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
む
し
ろ
紛
争
に
な
る
側
面

が
あ
る
。こ
の
ま
ま
で
は
、な
か
な
か
解
決
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

寺
島　

地
球
環
境
問
題
克
服
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
と
し
て
、

本
来
ボ
ー
ダ
レ
ス
な
環
境
問
題
を
国
家
間
の
枠
組
み
や
綱
引
き
を

超
え
て
解
決
し
て
行
く
た
め
に
、
僕
は
全
く
違
う
次
元
と
し
て
、

「
地
球
環
境
税
」、
つ
ま
り
国
際
連
帯
税
を
か
な
り
本
気
で
主
張
し

て
い
ま
す
。

　

今
、
世
界
の
異
様
な
ま
で
の
経
済
成
長
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の

拡
大
を
も
た
ら
し
て
い
る
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
国
境
を
超
え
た

マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
の
肥
大
化
が
あ
る
。
原
油
高
騰
も
、
需
給
関
係
の

理
由
で
は
な
く
金
融
投
機
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら

ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
や
Ｍ
＆
Ａ
な
ど
国
境
を
超
え
て
ゲ
ー
ム
化
す
る

金
の
移
動
（
為
替
の
取
引
）
に
対
し
、
国
際
機
関
等
が
地
球
環
境

を
保
全
す
る
視
点
か
ら
、
共
通
財
源
を
確
保
し
て
い
く
し
く
み
と

し
て
、
薄
く
広
く
税
金
を
か
け
て
い
く
。
一
種
の
ト
ー
ビ
ン
タ
ッ

ク
ス
的
イ
メ
ー
ジ
で
、
国
連
が
そ
の
し
く
み
を
主
導
し
て
も
い
い
。

地
球
規
模
で
そ
ろ
そ
ろ
そ
う
い
う
制
御
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
は
な
い
か
。
地
球
環
境
税
的
な
も
の
を
し
っ
か
り
構
想
し
、

ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
委
員
会

「
環
境
と
開
発
に
関
す
る
世

界
委
員
会
」（
委
員
長
＝
後

の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
首
相
・
ブ
ル

ン
ト
ラ
ン
ト
女
史
）
の
こ
と
。

一
九
八
四
年
〜
八
七
年
、
国

連
に
設
置
さ
れ
、
報
告
書

"O
ur C

om
m
on F

uture"

で
、「
持
続
可
能
な
発
展
」

の
概
念
を
打
ち
出
し
た
。

ト
ー
ビ
ン
タ
ッ
ク
ス

す
べ
て
の
国
際
金
融
取
引
に
、

薄
く
課
税
す
る
税
制
。
実
需

を
伴
わ
な
い
金
融
取
引
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ヘ

ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
な
ど
に
よ
る

投
機
的
な
資
金
の
流
れ
を
抑

制
す
る
効
果
が
あ
る
と
期
待

さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
何
ら

か
の
国
際
機
関
が
主
導
す
る

こ
と
で
、
た
と
え
税
率
が
低

く
て
も
多
大
な
税
収
が
見
込

め
、
途
上
国
支
援
等
に
使
え

る
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
。
米
国

の
経
済
学
者
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・

ト
ー
ビ
ン
博
士
が
提
唱
。

植田　 和弘　　 うえた　かずひろ
京都大学大学院経済学研究科教授；
同地球環境学堂教授（環境経済学）
1952年香川県生まれ。京都大学工学部
卒、大阪大学大学院工学研究科博士
課程修了。経済学博士・工学博士。京
都大学助教授を経て、94年教授。この
間、85〜86年ロンドン大学、未来資源研
究所留学。著書「環境経済学」「環境
経済学への招待」「環境と経済を考える」
「持続可能な地域社会のデザイン」な
ど。中央環境審議会臨時委員、産業構
造審議会環境部会委員など歴任。
http://www.econ.kyoto-u.ac.jp/
~ueta/

ボーダレスな解決へ
「地球環境税」を考える

地球生態系のミニチュアとして
日本各地が「モデル」になる
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実
現
し
て
い
く
べ
き
局
面
が
近
づ
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

そ
れ
に
つ
い
て
、
日
本
こ
そ
ア
ジ
ア
の
国
々
と
向
き
あ
い
な
が

ら
、
こ
う
い
う
手
法
の
意
義
を
真
っ
先
に
語
り
、
理
念
的
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
い
く
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
を
言
い
た
い
。

植
田　

な
る
ほ
ど
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
の
動
き
を
制

御
す
る
た
め
に
、
ア
ジ
ア
に
お
い
て
日
本
の
理
念
的

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
話
で
す
が
、

も
う
一
つ
、
ア
ジ
ア
と
の
関
係
で
考
え
た
と
き
「
技

術
」
と
い
う
こ
と
で
も
日
本
の
役
割
は
大
き
い
。

　

た
だ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
そ
の
地
に
適

し
た
技
術
が
あ
る
よ
う
に
思
う
ん
で
す
。

　

日
本
は
公
害
を
克
服
す
る
過
程
や
石
油
危
機
に
対

処
す
る
過
程
で
、
環
境
技
術
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

を
開
発
・
蓄
積
し
、
環
境
技
術
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
走
っ
て
き
た
。
だ
か
ら
、
日
本
の
温
暖
化
防
止
技
術
は
す

ご
く
進
ん
で
い
る
の
で
、
ど
ん
ど
ん
「
技
術
移
転
」
す
れ
ば
い
い

と
考
え
が
ち
で
す
が
、
実
際
は
生
態
系
が
違
え
ば
生
活
ス
タ
イ
ル

も
違
っ
て
く
る
。
も
う
少
し
現
実
的
な
話
を
す
る
と
、
今
の
途

上
国
に
日
本
の
技
術
は
値
段
が
高
過
ぎ
て
、
い
い
の
は
わ
か
る
が
、

入
れ
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
中
国
で
は
大
気
汚
染
を
緩
和
す
る
た
め
、

脱
硫
装
置
を
設
置
し
た
い
。
日
本
製
が
優
れ
て
い
る
こ
と
は
わ
か

っ
て
い
て
も
値
段
が
あ
わ
ず
、
あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、
私
が
主
張
す
る
の
が
「
適
地
技
術
」。
地
域
の
実
情

に
あ
わ
せ
た
技
術
開
発
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
で
き
る
人
材
を

地
域
で
育
て
る
意
味
で
も
、
共
同
開
発
の
よ
う
な
発
想
が
必
要
で

は
な
い
か
。
地
域
に
適
し
た
技
術
開
発
を
一
緒
に
行
う
と
い
う
取

り
組
み
方
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

川
勝　

技
術
移
転
だ
け
で
な
く
人
を
育
て
る
こ
と
が
大
事
で
、
ア

ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
に
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
提
唱
し

た
い
の
が
、
生
活
環
境
や
自
然
環
境
を
良
く
す
る
実
践
学
と
し

て
の
「
環
境
経
営
学
修
士
」
の
創
設
で
す
。
青
年
海
外
協
力
隊

な
ど
現
地
に
出
向
い
て
活
動
し
て
い
る
人
に
対
し
て
は
も
ち
ろ

ん
、
現
地
の
人
々
を
日
本
に
招
き
、
技
術
を
学
ん
で
も
ら
う
な

か
で
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
で
な
く
、
Ｍ
Ｅ
Ａ
（M

aster of E
nvironm

ent 

A
dm
inistration

）
を
授
与
す
る
し
く
み
を
つ
く
る
。
ま
た
そ
う

い
う
視
点
で
人
材
育
成
を
行
う
拠
点
が
全
国
に
で
き
れ
ば
い
い
の

で
す
が
。

寺
島　

そ
の
点
で
、
冒
頭
、
植
田
さ
ん
が
言
わ

れ
た
「
関
西
か
ら
の
発
信
」
と
い
う
こ
と
に
も

関
係
し
ま
す
が
、
実
は
大
阪
・
梅
田
北
ヤ
ー
ド

に
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
所
」
を
つ
く
る
構
想

が
実
行
計
画
の
段
階
に
入
り
、
四
月
に
推
進
協

議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

こ
れ
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
若
い
研
究
者

の
参
加
を
募
り
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
金
融

連
携
、
食
糧
、
農
業
連
携
な
ど
の
テ
ー
マ
で
共
同
研
究
を
行
い
、

例
え
ば
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
優
先
度
の
高
い
連
携
方
策

な
ど
を
探
っ
て
、
技
術
移
転
を
含
め
て
行
動
を
起
こ
す
た
め
の
基

盤
に
す
る
。

　

パ
リ
の
ア
ラ
ブ
世
界
研
究
所
は
一
九
七
三
年
の
石
油
危
機
の
翌

大
阪
・
梅
田
北
ヤ
ー
ド

Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
の
北
に
あ
る
、

梅
田
貨
物
駅
を
中
心
と
す
る

地
域
。「
大
阪
最
後
の
一
等

地
」
と
言
わ
れ
、「
ナ
レ
ッ

ジ
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゾ
ー
ン
」

な
ど
再
開
発
が
始
ま
っ
て
い

る
。
二
〇
一
一
年
ま
ち
び
ら

き
予
定
。

年
に
フ
ラ
ン
ス
が
構
想
を
発
表
し
、資
金
を
六
割
負
担
し
て
、ア
ラ

ブ
二
十
二
カ
国
に
根
回
し
し
、中
東
や
ア
ラ
ブ
、石
油
に
関
す
る

情
報
の
集
積
点
を
二
十
年
か
け
て
つ
く
っ
た
。
そ
の
努
力
の
結
果
、

我
々
は
中
東
情
報
を
得
よ
う
と
す
れ
ば
、パ
リ
に
年
に
数
回
は
行

か
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
情
報
の
磁
場
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

今
回
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
所
を
、
パ
リ
の
ア
ラ
ブ
世
界
研
究

所
の
よ
う
な
存
在
に
し
た
い
。
こ
れ
は
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
お

け
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
連
携
基
点
と
し
て
の
構
想
で
す
。
な
ぜ
東

京
で
な
い
の
か
と
い
う
質
問
を
よ
く
受
け
る
が
、
関
西
に
こ
そ
、

日
本
の
も
う
一
つ
の
情
報
基
点
を
設
け
な
い
と
、
国
土
全
体
を
に

ら
ん
だ
広
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
成
功
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。

植
田　

環
境
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
協
力
体
制
を
構
築
す
る
に

は
、
国
を
超
え
た
問
題
意
識
の
共
有
化
は
不
可
欠
で
す
ね
。
と
り

わ
け
経
済
の
発
展
段
階
が
異
な
る
国
々
が
共
通
認
識
を
得
る
に
は
、

そ
の
た
め
の
知
的
共
通
基
盤
が
必
要
で
、
こ
う
し
た
研
究
組
織
の

意
義
は
大
き
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

植
田　

川
勝
さ
ん
は
、
関
西
か
ら
の
発
信
を
ど

う
考
え
ま
す
か
。

川
勝　

関
西
の
持
ち
味
は
、
や
は
り
文
化
芸
術

だ
。
奈
良
、
京
都
、
大
阪
、
近
江
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
が
長
い
歴
史
と
素
晴
ら
し
い
伝

統
を
持
っ
て
い
る
。
文
化
芸
術
こ
そ
が
関
西
の

誇
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　

文
化
芸
術
と
科
学
技
術
は
二
項
対
立
の
図

式
で
言
わ
れ
が
ち
だ
が
、
本
来
、
両
者
は
一
体
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
初
期
の
も
の
に
比
べ
る
と
機
能
美

が
一
段
と
磨
か
れ
て
き
た
。
技
術
を
極
め
る
と
「
美
」

に
至
る
。
技
術
は
人
間
の
生
活
を
良
く
す
る
も
の
と

し
て
、
生
活
の
芸
術
化
と
い
う
か
、
生
活
自
体
を
美

し
く
し
て
い
く
。
用
と
美
が
一
体
な
の
だ
。
そ
う
い

う
モ
デ
ル
を
ぜ
ひ
関
西
は
提
供
し
て
ほ
し
い
。
科
学

技
術
は
、
自
然
観
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
日
本
の
自

然
観
は
、
地
球
的
自
然
に
聖
な
る
も
の
、
精
神
性
と

美
を
認
め
る
心
を
培
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
最
も
息
づ

い
て
い
る
の
が
関
西
だ
。
関
西
に
は
科
学
技
術
を
文

化
芸
術
に
変
え
る
「
場
の
力
」
が
あ
る
。

　

地
球
環
境
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
、
関
西
の
学

研
都
市
は
三
府
県
に
ま
た
が
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
を

拠
点
に
府
県
の
壁
を
取
り
払
い
、
関
西
の
産
学
官
一

体
の
取
り
組
み
を
本
気
で
起
こ
せ
ば
、「
ポ
ス
ト
東
京
」
の
時
代

を
先
取
り
し
、
地
域
再
生
の
拠
点
に
な
り
得
る
と
思
い
ま
す
。

植
田　

今
回
の
議
論
を
通
じ
て
、
私
が
強
く
思
っ
た
の
は
、
脱
・

温
暖
化
の
議
論
は
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
構
想
も
含
め
、「
ポ
ス

ト
東
京
」
で
進
め
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
ま
で
関

西
は
何
か
と
東
京
と
の
関
係
で
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
と
り
わ

け
高
度
成
長
期
以
降
は
東
京
の
後
塵
を
拝
し
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

し
か
し
、
今
や
「
ポ
ス
ト
東
京
」
時
代
を
に
ら
む
時
に
来
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
防
止
の
環
境
経
済
戦
略
を
、
東
京
で
は
な
く
、
関
西

か
ら
発
信
・
実
行
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「適地技術」
地域の実情にあった協力を

アジア太平洋研究所
関西に世界の情報の
磁場をつくる

自然への精神性を
持つ関西が
「ポスト東京」時代を拓く

編
集
／
田
窪
由
美
子
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私
が
京
都
に
移
り
住
ん
だ
頃
、
地
元
の
人
に
「
地
方
か
ら
来
た
人
」
と

言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
え
っ
？　

東
京
か
ら
来
た
ん
だ
け
ど
…
…
。

東
京
人
が
「
地
方
」
と
言
う
と
き
、「
田
舎
者
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
む
。

京
都
で
は
、
単
に
地
元
以
外
の
「
他
方
」
で
し
か
な
い
よ
う
だ
が
、
さ
す
が
古

都
、
千
年
の
都
の
価
値
観
に
触
れ
た
気
が
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
十
三
年
、
ず
っ
と
続
け
て
き
た
の
は
京
都
で
し
か
で
き
な
い
暮
ら
し

を
楽
し
む
こ
と
。
東
京
は
「
上
を
目
指
す
」
街
、
京
都
は
「
奥
を
極
め
る
」
街
。

私
自
身
、
東
京
で
の
作
詞
家
時
代
は
、
他
人
と
競
っ
て
ヒ
ッ
ト
チ
ャ
ー
ト
上
位

を
目
指
し
て
い
た
が
、
京
都
で
上
を
目
指
す
の
は
「
成
り
上
が
り
」。
決
し
て

褒
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
、
東
京
が
「
主
流
」
な
ら
、
大
阪
や
名
古

屋
は
「
反
主
流
」。
互
い
に
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
る
が
、
京
都
は
い
わ
ば
「
非

主
流
」。「
東
京
な
ん
て
」
と
い
う
矜
持
で
独
自
の
道
を
歩
ん
で
い
る
。
街
も
生

き
方
も
、
同
じ
指
標
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
も
の
を
目
指
し
た
方
が
面
白
い
。

　

だ
か
ら
京
都
な
ら
で
は
の
暮
ら
し
方
︱
︱
山
に
囲
ま
れ
自
然
が
残
り
歴
史
・

文
化
が
息
づ
く
街
で
、
自
然
と
向
き
あ
い
伝
統
的
な
日
本
の
暮
ら
し
を
楽
し
ん

で
い
る
。
古
い
町
家
を
修
復
し
て
住
み
、
毎
朝
、
雑
巾
が
け
や
、
庭
の
掃
除
、

苔
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
水
や
り
を
し
た
り
。
大
変
だ
け
ど
、
と
て
も
楽
し
い
。

便
利
な
暮
ら
し
は
ラ
ク
だ
け
ど
、
楽
し
く
な
い
。
も
ち
ろ
ん
仕
事
は
便
利
な
方

が
い
い
か
ら
メ
ー
ル
も
パ
ソ
コ
ン
も
使
う
け
ど
、
暮
ら
し
は
あ
え
て
不
便
な
こ

と
も
や
っ
て
み
る
。
例
え
ば
夏
の
暮
ら
し
も
エ
ア
コ
ン
で
は
な
く
、
打
ち
水
を

し
て
風
を
採
り
入
れ
て
み
る
。
そ
の
方
が
四
季
を
感
じ
や
す
い
し
、
そ
れ
が
実

は
地
球
温
暖
化
防
止
に
ほ
ん
の
少
し
つ
な
が
っ
た
り
す
る
。

　

心
が
け
て
い
る
の
は
、
毎
日
を
丁
寧
に
暮
ら
す
こ
と
。
そ
う
す
れ
ば
、
京
都

に
残
る
日
本
的
な
暮
ら
し
の
「
奥
」
が
見
え
て
く
る
。
京
都
に
来
た
頃
に
比
べ

る
と
、
少
し
奥
に
入
れ
た
か
な
と
思
う
。
と
い
っ
て
私
は
「
京
都
人
」
に
な
り

た
か
っ
た
り
、
憧
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
っ
て
、
京
都
は
「
排
他
的
」
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だ
と
よ
く
言
わ
れ
る
け
れ
ど
、本
当
は
「
よ
そ
者
」
に
と
て
も
優
し
い
街
。「
み

や
こ
」
と
し
て
長
く
、
多
く
の
人
を
受
け
入
れ
て
き
た
「
も
て
な
し
の
文
化
」

が
あ
る
。
だ
か
ら
私
は
い
つ
ま
で
も
、
あ
え
て
「
よ
そ
者
」
と
し
て
「
み
や
こ

暮
ら
し
」
を
楽
し
み
た
い
。（
談
）
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民
の
力
で

環
境
再
生
が

進
む

脱
・
温
暖
化
の
社
会
づ
く
り
は
、地
域
の
取
り
組
み
が
鍵
を
握
る
。

地
球
環
境
問
題
の
解
決
は
、遠
い
次
元
の
話
で
は
な
く
、

一
人
ひ
と
り
の
意
識
と
行
動
に
基
づ
く
地
域
の
環
境
づ
く
り
か
ら
始
ま
る
か
ら
だ
。

し
な
や
か
に
、し
た
た
か
に
、自
ら
の
足
元
か
ら
の
環
境
再
生
に
取
り
組
む

関
西
各
地
の
動
き
を
探
っ
て
み
た
。



豊
岡
野
生
復
帰
が
進
む

　

豊
岡
盆
地
を
北
流
す
る
円
山
川
の
東
岸
、
兵
庫
県
豊
岡
市
百
合

地
（
ゆ
る
じ
）
地
区
。
広
い
田
ん
ぼ
の
中
に
高
い
塔
が
そ
び
え
て

い
る
。
目
を
凝
ら
す
と
、
塔
の
上
に
一
羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
と
ま

り
、
傍
ら
に
も
う
一
羽
、
卵
を
抱
え
る
よ
う
な
姿
で
し
ゃ
が
ん
で

い
る
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
人
工
巣
塔
だ
っ
た
。

　

か
つ
て
日
本
各
地
の
田
園
地
帯
の
上
空
を
舞
い
、
田
ん
ぼ
や

河
川
で
餌
を
採
り
、
里
山
に
生
え
る
松
の
上
で
巣
づ
く
り
を
し

て
い
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
。
そ
の
姿
が
見
え
な
く
な
っ
て
久
し
い
が
、

一
九
六
五
年
絶
滅
寸
前
の
野
生
の
一
つ
が
い
を
捕
獲
し
、
長
年
人

工
飼
育
に
よ
る
保
護
・
増
殖
に
取
り
組
ん
で
き
た
豊
岡
市
に
「
兵

❶「兵庫県立コウノトリの郷公園」田園生態研究部
主任研究員の大迫義人さん

❷「郷公園」で飼育されるコウノトリへの給餌時間には、
“放鳥組”や野生のサギなども集まってくる
❸「郷公園」内に建つ「豊岡市立コウノトリ文化館」。
コウノトリや豊岡盆地の自然と文化、人々などを紹介
❹放鳥したコウノトリが冬場も餌を採れるように、水を
入れた田んぼ（冬期湛水水田）。遠くに人工巣塔が
見える

❺無農薬・減農薬や中干し延期などの「コウノトリ育む
農法」でつくられた「コウノトリ育むお米」

❻地元の小学生たちが描いたコウノトリの絵
❼コウノトリ文化館内に展示されている、コウノトリ野生
復帰計画を支援する地元の人々の紹介パネル

❽「郷公園」の西公開ケージで餌を採るコウノトリ。左右
の足輪の数や色で“放鳥組”かどうかがわかる

庫
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
」
が
開
園
し
た
の
は
九
九
年
の
こ

と
で
あ
る
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
計
画
の
始
動
︱
︱
「
野
生
復
帰
」
と
い

っ
て
も
、
単
に
飼
育
下
で
増
や
し
た
個
体
を
野
に
放
て
ば
済
む
わ

け
で
は
な
い
。
明
治
以
降
の
乱
獲
や
生
息
環
境
の
悪
化
な
ど
で
個

体
数
を
激
減
さ
せ
、
戦
後
の
土
地
改
良
や
河
川
改
修
、
農
薬
使
用

な
ど
が
重
な
っ
て
、
い
っ
た
ん
は
絶
滅
し
た
こ
と
で
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
「
野
生
復
帰
」
と
は
、“
コ
ウ
ノ
ト
リ

に
も
人
に
も
安
全
、
安
心
な
環
境
”
を
地
域
に
取
り
戻
す
こ
と
だ
。

　

し
か
し
豊
岡
で
日
本
最
後
の
野
生
個
体
が
絶
え
た
の
は
、
野
生

復
帰
計
画
開
始
の
三
十
年
近
く
前
（
七
一
年
）。「
ど
ん
な
環
境
を

つ
く
れ
ば
い
い
か
、
実
際
に
野
生
個
体
が
い
な
い
の
で
非
常
に
わ

か
り
づ
ら
か
っ
た
」
と
、「
郷
公
園
」
田
園
生
態
研
究
部
主
任
研

究
員
の
大
迫
義
人
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　

そ
ん
な
折
、
頼
も
し
い
“
援
軍
”
が
現
れ
た
。
二
〇
〇
二
年
夏
、

大
陸
か
ら
野
生
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
一
羽
、
豊
岡
に
飛
来
し
、
居
つ

い
た
。
八
月
五
日
に
来
た
か
ら
「
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
」
と
命
名
さ
れ

た
雄
鳥
は
、
最
初
、「
郷
公
園
」
内
を
餌
場
と
し
て
い
た
が
、
慣

れ
る
に
つ
れ
、
田
ん
ぼ
や
狭
い
水
路
に
も
降
り
立
っ
て
餌
を
採
り

始
め
た
。「
実
は
豊
岡
っ
て
、
雨
や
雪
が
多
く
、
水
に
恵
ま
れ
て

い
る
の
で
、
魚
や
カ
エ
ル
な
ど
水
生
動
物
が
た
く
さ
ん
い
る
ん

で
す
」。
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
は
田
植
え
前
後
か
ら
田
ん
ぼ
に
出
入
り
し
、

秋
は
河
川
敷
で
バ
ッ
タ
な
ど
を
食
べ
、
冬
場
は
河
川
、
春
先
は
水

路
、
と
通
年
で
生
息
で
き
る
こ
と
を
実
証
。
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
を
追
跡

調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
野
生
復
帰
に
向
け
て
、
今
後
ど
の
よ
う

な
環
境
を
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
か
が
見
え
て
き
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
舞
う
郷

豊岡市百合地地区
の田んぼにそびえる
人工巣塔

❶ ❷ ❸ 　❹

❺ ❻ ❼ ❽
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「
育
む
農
法
」
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
人
が
共
存
共
栄

　

〇
三
年
春
、
兵
庫
県
や
豊
岡
市
な
ど
に
よ
っ
て
、“
人
と
自
然

の
共
生
”
を
目
指
し
た
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
推
進
計
画
」
が

策
定
さ
れ
、
豊
岡
地
域
に
お
け
る
生
息
環
境
の
整
備
が
始
ま
っ
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
計
画
実
現
の
た
め
に
最
も
大
切
な
の
は
、
地

域
の
人
々
の
理
解
と
積
極
的
な
協
力
活
動
で
あ
っ
た
。

　

餌
の
少
な
い
冬
場
を
は
じ
め
一
年
中
、
放
鳥
さ
れ
た
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
餌
場
を
確
保
す
る
た
め
に
、
農
家
の
協
力
を
得
て
転
作
田
を

ビ
オ
ト
ー
プ
化
し
、
ま
た
冬
場
に
水
田
に
水
を
入
れ
る
（
冬
期
湛

水
水
田
）
事
例
も
広
が
っ
た
。
さ
ら
に
は
水
田
の
無
農
薬
・
減
農

薬
や
中＊

干
し
延
期
な
ど
を
実
践
す
る
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」

が
始
ま
り
、良
質
で
よ
り
高
く
売
れ
る
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
」

が
収
穫
さ
れ
、
販
売
さ
れ
始
め
た
。「
す
る
と
、
田
ん
ぼ
に
カ
エ

ル
が
増
え
、
イ
ト
ミ
ミ
ズ
も
生
き
残
る
な
ど
、
本
来
、
田
ん
ぼ
に

い
た
生
き
物
が
戻
っ
て
き
た
」
と
大
迫
さ
ん
。

　

一
方
、「
郷
公
園
」
で
は
試
験
放
鳥
に
備
え
て
候
補
個
体
を
選

抜
し
、
飛
行
訓
練
や
自
力
で
餌
を
採
る
訓
練
、
仲
間
と
暮
ら
す
た

め
の
社
会
性
訓
練
な
ど
を
行
い
、つ
い
に
〇
五
年
九
月
、「
郷
公
園
」

か
ら
最
初
の
試
験
放
鳥
と
な
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
五
羽
が
大
空
に
放
た

れ
た
。
た
だ
、
こ
れ
ら
五
羽
は
そ
の
後
も
「
郷
公
園
」
周
辺
を
根

城
と
し
、
園
内
の
飼
育
個
体
用
の
餌
を
採
る
な
ど
自
立
意
欲
に
乏

し
か
っ
た
。
し
か
し
翌
〇
六
年
秋
に
放
し
た
七
羽
の
う
ち
一
羽
は
、

豊
岡
南
方
の
出
石
に
定
着
。
餌
の
少
な
い
冬
場
も
狭
い
水
路
に
入

り
込
み
、
ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
を
食
べ
て
無
事
“
越
冬
”
し
た
。「
放

琵
琶
湖

半
に
淡
水
赤
潮
が
、
八
〇
年
代
前
半
に
ア
オ
コ
が
発
生
。
県
下
で

は
「
せ
っ
け
ん
運
動
」
が
展
開
さ
れ
、
官
民
あ
げ
て
リ
ン
を
含
む

合
成
洗
剤
追
放
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
ん
な
な
か
、
い
わ

ば
“
湖
国
の
復
活
”
を
目
指
し
て
、
九
六
年
十
月
、
琵
琶
湖
（
南

湖
）
東
岸
の
烏
丸
半
島
に
開
館
し
た
の
が
、
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博

物
館
だ
。

　
「
実
は
中
世
か
ら
戦
前
ま
で
、
琵
琶
湖
周
辺
の
農
村
の
暮
ら
し

方
は
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
だ
そ
う
で
す
」

　

琵
琶
湖
博
物
館
館
長
の
川
那
部
浩
哉
さ
ん
は
、
何
百
万
年
に
わ

た
る
琵
琶
湖
の
歩
み
、
何
千
年
に
わ
た
る
人
と
琵
琶
湖
、
そ
の
周

辺
地
域
と
の
関
わ
り
の
歴
史
を
振
り
返
る
な
か
で
、
自
分
た
ち
の

暮
ら
し
を
見
つ
め
直
し
、
自
ら
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
、
と

力
を
込
め
る
。「
だ
け
ど
、
人
間
は
忘
れ
っ
ぽ
い
か
ら
一
年
前
の

こ
と
も
覚
え
て
い
な
い
。
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
も
、
五
十

年
前
、
ど
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
か
、
何
か
手
が
か
り
が
な
い
と

思
い
出
せ
な
い
。
だ
か
ら
、
琵
琶
湖
博
物
館
を
〈
入
口
〉
と
し
て
、

人
と
湖
の
長
い
歴
史
を
見
つ
め
、
何
が
ど
う
変
わ
っ
た
か
、
こ
れ

か
ら
ど
う
暮
ら
し
て
い
け
ば
い
い
か
、
考
え
て
も
ら
え
れ
ば
」

地
域
の
人
々
が
参
加
し
リ
ー
ド
す
る

　

開
館
以
来
十
二
年
。
琵
琶
湖
博
物
館
で
は
、
古
代
の
「
琵
琶

湖
の
お
い
た
ち
」
か
ら
、
縄
文
以
降
の
「
人
と
琵
琶
湖
の
歴
史
」、

昭
和
三
十
年
代
の
民
家
を
再
現
し
た
「
湖
の
環
境
と
人
々
の
く
ら

し
」、
琵
琶
湖
の
魚
な
ど
「
淡
水
の
生
き
物
た
ち
」
な
ど
の
常
設

展
示
の
ほ
か
、
長
期
に
わ
た
る
野
外
調
査
に
基
づ
い
た
滋
賀
県
の

「湖国」の自然と暮らし方に学ぶ

博
物
館
を
入
口
に
暮
ら
し
を
見
つ
め
直
す

　

日
本
最
大
の
湖
で
世
界
有
数
の
「
古
代
湖
」
と
し
て
知
ら
れ
る

琵
琶
湖
の
あ
る
滋
賀
県
は
、
多
様
な
生
物
を
は
ぐ
く
み
、
古
来
、

豊
か
な
自
然
環
境
と
一
体
化
し
た
漁
業
や
農
業
、
水
運
な
ど
独
自

の
生
活
文
化
を
築
い
て
き
た
。

　

し
か
し
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
、
開
発
の
進
展
と
社
会
・
生

活
の
変
化
で
琵
琶
湖
の
水
質
は
急
激
に
悪
化
。
一
九
七
〇
年
代
後

豊
岡

鳥
と
い
っ
て
も
ま
だ
訓
練
の
延
長
で
あ
り
、
郷
公
園
か
ら
外
に
出

て
、
一
年
を
通
し
て
餌
を
採
る
こ
と
を
身
に
つ
け
さ
せ
な
い
と
い

け
な
い
ん
で
す
。
二
年
目
に
一
羽
、
三
年
目
に
二
羽
が
郷
公
園
を

遠
く
離
れ
た
場
所
で
暮
ら
し
始
め
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
生
き
て
い
け

る
環
境
が
で
き
始
め
た
こ
と
を
、
鳥
自
身
が
証
明
し
て
く
れ
ま
し

た
」

　

今
や
野
外
で
暮
ら
す
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
十
九
羽
。
ほ
か
に
こ
の
春
、

野
外
で
生
ま
れ
た
ヒ
ナ
鳥
も
順
調
に
育
っ
て
い
る
し
、
孵
化
を
待

つ
卵
も
あ
る
。
ま
た
試
験
放
鳥
開
始
後
、「
郷
公
園
」
を
訪
れ
る

観
光
客
も
急
増
。
人
と
野
鳥
の
共
存
共
栄
の
道
が
少
し
ず
つ
開
け

て
こ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
「
豊
岡
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
保
護
運
動
が
官
民
一
体
と
な
っ
て
始

ま
っ
た
の
は
一
九
五
五
年
。
そ
の
半
世
紀
後
に
よ
う
や
く
“
野
生

復
帰
”
の
メ
ド
が
立
ち
ま
し
た
。
五
十
年
前
の
状
態
に
戻
る
に
は
、

や
は
り
あ
と
五
十
年
は
か
か
り
ま
す
。
そ
の
頃
に
人
と
コ
ウ
ノ
ト

リ
が
“
自
然
”
に
共
生
し
て
い
る
社
会
に
な
っ
て
い
れ
ば
い
い
」

と
大
迫
さ
ん
は
言
い
、「
郷
公
園
」に
餌
を
食
べ
に
戻
っ
て
く
る“
放

鳥
組
”
の
観
察
に
出
か
け
た
。

＊中干し延期：田植え後、土壌悪化を防
ぐため水田の水を落とす（中干し）と、
オタマジャクシが死滅してコウノトリの餌
となるカエルが減る。カエルを増やすた
め「中干し」時期を後にずらす農法を
「中干し延期」という。

コウノトリ：水田や湿地、河川などを好む
水辺の鳥。体長約1.1m、両翼を広げる
と2mにもなる大型の鳥

琵琶湖・赤野井湾流域の農業集落（守山市杉江町）を
流れる用水路には、放流されたコイが泳ぎ、水草が育つ

季刊［やく］2008｜創刊号季刊［やく］2008｜創刊号



琵
琶
湖

2728

環
境
や
生
物
、
歴
史
、
暮
ら
し
を
題
材
と
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画

展
を
開
催
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
企
画
展
に
は
博
物
館
の
学
芸
員
だ

け
で
な
く
、
県
内
在
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア
研
究
者
や
伝
統
的
な
生
活

文
化
の
担
い
手
た
ち
が
数
多
く
参
加
し
て
、
調
査
研
究
や
館
内
展

示
を
行
っ
て
き
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、「
近
江
は
ト

ン
ボ
の
宝
庫
」
展
や
「
歩
く
宝
石
オ
サ
ム
シ
」
展
な
ど
は
そ
の
貴

重
な
成
果
で
あ
る
。

　

川
那
部
さ
ん
は
言
う
、「
う
ち
に
は
陸
上
昆
虫
を
扱
っ
て
い
る

学
芸
員
は
一
人
し
か
い
な
い
の
で
、
逆
立
ち
し
た
っ
て
で
き
る
は

ず
は
な
い
。
す
る
と
、『
我
々
虫
好
き
や
か
ら
や
っ
て
や
ろ
う
』

と
い
う
人
が
大
勢
現
れ
て
、
手
分
け
し
て
県
内
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ

ろ
を
調
べ
ま
わ
り
、
採
っ
て
き
た
標
本
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
を
行
い
、

展
示
の
仕
方
ま
で
工
夫
さ
れ
る
」
と
。

　

地
域
の
人
々
の
力
は
、
淡
水
魚
調
査
で
も
発
揮
さ
れ
た
。
例
え

ば
在
来
種
減
少
の
原
因
は
、
沿
岸
環
境
の
悪
化
と
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

や
ブ
ル
ー
ギ
ル
な
ど
外
来
種
の
急
増
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
川
那
部
さ
ん
も
以
前
、
沿
岸
環
境
を
元
通
り
に
戻
し
た

ら
、
外
来
種
が
減
っ
て
在
来
種
が
戻
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
た
と

い
う
。
し
か
し
多
く
の
人
々
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
、
一
万
カ

所
ほ
ど
調
査
し
た
結
果
、「
環
境
条
件
が
非
常
に
い
い
と
こ
ろ
で

も
、
外
来
種
が
入
っ
て
く
る
と
、
在
来
種
は
激
減
。
ま
た
、
環
境

の
悪
い
川
で
も
外
来
種
が
い
な
い
と
こ
ろ
は
、
在
来
種
が
存
在
す

る
」。
現
在
、
琵
琶
湖
の
魚
は
重
さ
で
比
べ
る
と
、
外
来
種
が
九

割
を
超
え
る
、
と
川
那
部
さ
ん
は
指
摘
す
る
。「
環
境
を
元
に
戻

す
だ
け
で
な
く
、
外
来
種
に
は
お
引
き
取
り
願
わ
な
い
と
仕
方
な

い
状
況
で
す
」

　

そ
ん
な
調
査
研
究
成
果
を
生
み
出
す
地
域
の
人
々
に
つ
い
て
、

川
那
部
さ
ん
は
「
あ
と
十
年
ほ
ど
経
っ
て
、『
滋
賀
県
の
環
境
の

こ
と
な
ら
琵
琶
湖
博
物
館
よ
り
自
分
た
ち
の
方
が
よ
く
知
っ
て
い

る
』
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
ら
、
す
ご
く
い
い

で
す
ね
」
と
笑
う
。

　

滋
賀
県
に
は
地
域
の
人
々
が
中
心
に
な
り
、
環
境
調
査
か
ら
環

境
浄
化
、
環
境
再
生
に
ま
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
あ
ち
こ

ち
に
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
、
琵
琶
湖
博
物
館
の
建
つ
烏
丸
半
島
の

北
に
広
が
る
赤
野
井
湾
流
域
（
守
山
市
）
だ
。
こ
の
地
域
は
、
か

つ
て
群
棲
す
る
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
と
湾
内
で
採
れ
る
セ
タ
シ
ジ
ミ
で

名
高
い
、
豊
か
な
農
業
と
漁
業
の
地
だ
っ
た
。
し
か
し
人
口
の
急

増
と
工
業
化
な
ど
で
環
境
が
悪
化
し
、
い
ず
れ
も
絶
滅
。
そ
こ
で

有
志
が
集
ま
り
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
と
セ
タ
シ
ジ
ミ
復
活
を
合
言
葉

に
環
境
調
査
を
行
い
、
河
川
の
浄
化
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
飼
育
、

淡
水
魚
の
放
流
や
水
草
の
植
え
付
け
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
生
き
物
の
宝
庫
」「
人
々
の
生
活
文
化
の
基
盤
」
と
言
わ
れ
て

き
た
琵
琶
湖
︱
︱
「
今
、
私
た
ち
が
一
生
懸
命
や
ら
な
い
と
い
け

な
い
の
は
、
滋
賀
県
内
だ
け
で
な
く
琵
琶
湖
・
淀
川
水
系
を
全
体

と
し
て
考
え
る
こ
と
。
下
流
の
人
々
が
琵
琶
湖
を
知
り
、
私
た
ち

が
下
流
で
ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
」
だ

と
、
川
那
部
さ
ん
は
言
う
。
琵
琶
湖
に
つ
い
て
関
西
全
体
で
考
え

る
こ
と
が
必
要
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

❶滋賀県立琵琶湖博物館内の水族展示室で生態展
示されている琵琶湖固有種のビワマス（未成魚）

❷琵琶湖博物館に展示されている、江戸時代から戦前
まで琵琶湖の湖上輸送の主役だった丸子船。“最後
の船大工”堅田の松井三四郎さんが建造
❸琵琶湖博物館館長の川那部浩哉さん

❹琵琶湖湖底の泥を採取して、その中に含まれる貝の
種類や数、ミミズの数などを調査するときの「泥採取
方法」を、琵琶湖博物館の学芸員が実演しながら、
説明

❺琵琶湖（南湖）東岸、赤野井湾に注ぐ新守山川。ヨシ
と菜の花に彩られ、川舟が浮かぶ
❻新守山川河口から琵琶湖を望む

❶ ❷ ❸ ❹ ❻❺
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奈
良

で
「
マ
イ
カ
ー
に
頼
ら
な
い
観
光
」
ス
タ
イ
ル
を
模
索
す
る
た

め
、
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
の
支
援
を
得
て
、
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
を
使
っ
た
「
サ
イ
ク
ル
ネ
ッ
ト
社
会
実
験
」
を
企
画
。

二
〇
〇
〇
年
と
〇
一
年
、
春
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
、
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
百
五
十
台
を
使
い
、
一
年
目
は
市
の
中
心
部
、
二
年
目
は

西
大
寺
や
西
ノ
京
方
面
ま
で
エ
リ
ア
を
拡
大
し
、
主
要
駅
前
や
県

庁
前
、
元
興
寺
境
内
、
若
草
山
山
麓
の
土
産
物
屋
、
ホ
テ
ル
や
旅

館
な
ど
に
仮
設
の
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
を
設
置
。
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な

値
段
で
レ
ン
タ
ル
で
き
、
乗
り
捨
て
自
由
の
ユ
ニ
ー
ク
な
社
会
実

験
を
実
施
し
た
。

　
「
さ
ん
が
俥
座
」
理
事
長
の
三
井
田
康
記
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
四

回
の
社
会
実
験
で
徐
々
に
利
用
者
が
増
え
、
二
年
目
の
春
（
十
五

日
間
）
の
利
用
延
べ
台
数
は
前
年
春
の
二
倍
に
あ
た
る
約
二
千
四

百
台
。
利
用
者
は
二
十
歳
代
が
最
も
多
く
、
地
域
別
で
は
大
阪
、

関
東
、
東
海
の
順
。「
朝
早
く
か
ら
借
り
る
の
は
宿
泊
客
で
、
昼

に
な
る
と
大
阪
の
人
。
な
か
に
は
、
半
日
や
か
ら
料
金
ま
け
て
ん

か
、
と
い
う
中
年
の
女
性
客
も
い
て
（
笑
）」。
鉄
道
の
利
用
客
が

大
半
で
、
マ
イ
カ
ー
客
は
約
二
〇
％
。
そ
の
た
め
か
、
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
前
で
借
り
て
返
す
人
が
多
か
っ
た
そ
う
だ
。

琴
の
音
を
耳
に
自
転
車
で
走
る

　
「
さ
ん
が
俥
座
」
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
東
大
寺
で
は
南
大

門
手
前
の
松
林
の
中
に
専
用
駐
輪
場
を
無
償
で
開
設
し
た
ほ
か
、

実
験
協
力
を
機
に
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
運
用
す
る
旅
館
や
ホ
テ
ル

も
増
え
て
き
た
。「
さ
ん
が
俥
座
」
も
、
実
験
後
の
〇
二
年
三
月
、

ス
ロ
ー
な
観
光
を
始
め
よ
う

　

爽
や
か
な
風
に
乗
っ
て
、
自
転
車
で
古
都
奈
良
の
、
緑
が
芽
吹

く
奈
良
公
園
や
東
大
寺
門
前
の
石
畳
、
猿
沢
の
池
周
辺
や
昔
な
が

ら
の
町
家
が
並
ぶ
奈
良
町
界
隈
を
巡
る
観
光
客
の
姿
が
人
目
を
引

く
季
節
に
な
っ
た
。
そ
う
言
え
ば
、
東
大
寺
を
は
じ
め
奈
良
に
は

世
界
遺
産
が
数
多
い
。
自
転
車
に
乗
っ
て
世
界
遺
産
を
巡
る
と
い

う
の
も
悪
く
な
い
…
…
。

　

地
球
温
暖
化
が
急
速
に
進
む
な
か
で
、
環
境
に
優
し
い
快
適
な

“
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
”
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
近
距
離
交
通
手
段
に

自
転
車
を
採
用
す
る
動
き
が
世
界
各
地
で
広
が
っ
て
い
る
。
平
城

遷
都
一
三
〇
〇
年
を
目
前
に
し
た
古
都
奈
良
も
、
そ
の
一
つ
。

　

奈
良
に
は
、
春
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
は
じ
め
年
間
多
く
の
観

光
客
が
詰
め
か
け
る
。
も
ち
ろ
ん
マ
イ
カ
ー
客
も
多
く
、
五
月
の

連
休
や
桜
、
紅
葉
の
見
頃
の
休
日
は
、
市
街
地
の
幹
線
道
路
が
身

動
き
で
き
な
い
ほ
ど
の
渋
滞
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

　

そ
ん
な
奈
良
の
交
通
状
況
を
見
直
し
、
新
た
な
し
く
み
を
考
え

る
た
め
に
、
地
元
の
市
民
団
体
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
ん
が
俥
座
（
く

る
ま
ざ
）」
が
中
心
に
な
っ
て
、
一
九
九
九
年
夏
、「
奈
良
に
ふ
さ

わ
し
い
交
通
を
考
え
る
市
民
座
談
会
」
を
開
催
。
日
頃
困
っ
て
い

る
交
通
問
題
に
つ
い
て
参
加
者
の
声
を
集
計
す
る
と
、「
観
光
シ

ー
ズ
ン
の
渋
滞
」や「
違
法
駐
車
」「
細
い
街
路
へ
の
乗
り
入
れ
」「
排

気
ガ
ス
」「
駐
車
場
や
駐
輪
場
の
少
な
さ
」「
自
転
車
向
け
の
安
全

な
道
の
少
な
さ
」
な
ど
が
目
立
っ
た
。

　

そ
の
結
果
を
受
け
、「
さ
ん
が
俥
座
」
の
メ
ン
バ
ー
は
、
奈
良

古
都
に
は
、自
転
車
が
よ
く
似
合
う

季刊［やく］2008｜創刊号
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観
光
客
向
け
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
「
サ
イ
ク
ル
ネ
ッ
ト
奈
良
」
の
運

営
を
開
始
。
毎
年
春
の
連
休
期
間
、
県
庁
前
の
仮
設
ポ
ー
ト
に

五
十
台
ほ
ど
用
意
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
継

続
し
て
い
る
ほ
か
、
名
古
屋
の
小
学
校
か
ら
依
頼
さ
れ
、
修
学
旅

行
生
へ
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。「
但
し
、
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
は
、
自
転
車
の
整
備
や
運
送
、
保
険
料
な
ど
を
考
え
る
と
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
運
営
に
は
限
界
が
あ
る
」
と
三
井
田
さ
ん
。

行
政
側
も
社
会
実
験
を
機
に
、
パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
・
サ
イ
ク

ル
ラ
イ
ド
を
継
続
実
施
し
て
い
る
が
、「
次
の
段
階
で
は
、
も
う

少
し
走
り
や
す
い
よ
う
、
道
路
標
識
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
を
拡
大
し
て
も
ら
え
れ
ば
」

　
「
さ
ん
が
俥
座
」
の
メ
ン
バ
ー
は
、
奈
良
に
生
ま
れ
育
っ
た
商

店
主
や
僧
侶
、
奈
良
に
暮
ら
し
始
め
た
弁
護
士
や
建
築
家
、
公
務

員
な
ど
十
二
人
。
二
十
年
ほ
ど
前
か
ら
有
志
が
集
ま
り
、
伝
統
的

な
町
家
の
並
ぶ
「
奈
良
町
」
活
性
化
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。
五

年
前
に
は
空
き
家
と
な
っ
た
江
戸
末
期
に
建
て
ら
れ
た
町
家
を
借

り
受
け
、
屋
根
の
葺
き
替
え
か
ら
内
外
装
の
改
修
ま
で
行
い
、
活

動
拠
点
と
し
た
。「
私
た
ち
は
、
こ
こ
で
邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト
や
稽

古
事
、
落
語
会
な
ど
を
開
い
て
い
ま
す
。
江
戸
末
期
の
文
献
に
、

奈
良
の
町
は
ど
こ
へ
行
っ
て
も
琴
、
三
味
線
の
音
が
聞
こ
え
る
と

い
う
記
述
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
ん
な
“
音
風
景
”
を
取

り
戻
し
た
い
」

　

自
転
車
で
走
る
街
角
か
ら
三
味
線
や
琴
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。

そ
ん
な
古
都
の
風
情
は
、
ま
す
ま
す
奈
良
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
に

違
い
な
い
。

❶NPO法人「さんが俥座」理事長の三井田
康記さん

❷「さんが俥座」が活動拠点として借り受け、
内外を改修した奈良町の町家

❸土産物屋が並ぶ東大寺参道
❹元興寺の駐輪場に並ぶレンタサイクル
❺昔ながらの風情を残す奈良町活性化のた
めにさまざまなイベントが開催される「奈良
町物語館」

護
岸
生
物
を
守
り
、
増
や
す

　

み
な
と
神
戸
の
中
心
街
・
三
宮
の
南
方
約
八
キ
ロ
。
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
南
の
海
上
に
「
エ
コ
ア
ッ
プ
エ
ア
ポ
ー
ト
」
と
も
呼
ば

れ
る
「
マ
リ
ン
エ
ア
」
神
戸
空
港
が
あ
る
。

　

開
港
か
ら
丸
二
年
余
り
。
年
間
三
百
万
人
ほ
ど
が
利
用
す
る
同

空
港
は
、
騒
音
対
策
や
陸
上
に
適
地
の
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
海
上

空
港
と
し
て
計
画
さ
れ
、
当
初
か
ら
環
境
保
全
、
環
境
創
造
に
取

り
組
ん
で
き
た
。「
エ
コ
ア
ッ
プ
エ
ア
ポ
ー
ト
」
の
ゆ
え
ん
に
つ

い
て
、
神
戸
市
み
な
と
総
局
空
港
事
業
室
推
進
課
主
査
（
現
・
環

境
局
事
業
系
廃
棄
物
対
策
室
主
査
）
の
齊
藤
博
之
さ
ん
は
、「
な

る
べ
く
環
境
に
負
荷
を
与
え
な
い
よ
う
に
と
い
う
の
は
当
然
で
す

が
、
さ
ら
に
新
し
い
環
境
を
創
造
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
私
た

ち
の
考
え
で
し
た
」
と
言
う
。
実
際
、
空
港
島
で
は
船
舶
発
着
用

岸
壁
を
除
き
、
島
の
周
囲
の
九
割
方
を
海
中
で
緩
や
か
に
傾
斜
す

「
エ
コ
ア
ッ
プ
エ
ア
ポ
ー
ト
」
の
環
境
共
生

❶ ❸❷
❺❹
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る
「
緩
傾
斜
石
積
護
岸
」
に
し
、
空
港
島
西
端
に
は
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
ほ
ど
の
「
人
工
ラ
グ
ー
ン
」
も
設
け
た
。

　

緩
傾
斜
石
積
護
岸
は
、
海
藻
類
が
繁
茂
し
や
す
く
、
魚
介
類
が

繁
殖
し
や
す
い
よ
う
に
浅
場
を
広
く
し
て
、
漁
礁
の
機
能
を
高
め

て
い
る
。「
こ
の
あ
た
り
は
水
深
十
六
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
海
底
に

は
太
陽
光
も
届
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
水
深
三
～
五
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
浅
場
を
広
く
と
っ
た
こ
と
に
よ
り
海
藻
類
が
生
え
、
付
着
生

物
が
増
え
、
メ
バ
ル
、
ア
イ
ナ
メ
、
ク
ロ
ダ
イ
な
ど
明
石
や
淡
路

島
の
岩
場
に
い
る
磯
の
魚
な
ど
四
十
種
ほ
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
」

　

一
方
、
真
っ
白
な
砂
浜
と
磯
浜
に
囲
ま
れ
た
人
工
ラ
グ
ー
ン
は
、

護
岸
の
間
に
通
水
口
を
開
け
る
こ
と
に
よ
り
、
潮
の
干
満
に
従
っ

て
外
海
と
ラ
グ
ー
ン
内
の
海
水
が
入
り
混
じ
る
。
そ
の
た
め
、
海

藻
類
が
生
え
、
魚
や
カ
ニ
な
ど
が
棲
み
つ
き
、
水
質
も
浄
化
さ
れ

る
と
い
う
。
ま
た
磯
浜
で
は
海
浜
ビ
オ
ト
ー
プ
と
し
て
、
大
阪
湾

岸
に
自
生
す
る
ツ
ル
ナ
や
ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
な
ど
海
浜
植
物
を
試
験

育
成
。
環
境
学
習
の
場
と
し
て
活
用
し
始
め
た
。

　

昨
年
夏
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
の
依
頼
で
、
大
阪

湾
を
回
遊
中
、
漁
船
に
混
獲
さ
れ
た
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
を
合
計
六
頭
、

人
工
ラ
グ
ー
ン
に
保
護
。
昨
年
末
、
紀
伊
水
道
入
口
の
友
ヶ
島
ま

で
船
で
運
び
外
洋
に
向
か
っ
て
放
流
す
る
ま
で
の
間
、
ウ
ミ
ガ
メ

た
ち
は
人
工
ラ
グ
ー
ン
内
で
自
活
し
た
。「
月
に
一
度
の
健
康
調

査
の
時
、ウ
ミ
ガ
メ
・
エ
コ
ツ
ー
リ
ン
グ
と
名
づ
け
て
市
民
の
方
々

を
招
待
し
観
察
会
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
大
変
好
評
で
し
た
。
昨
年

保
護
し
た
の
は
オ
ス
と
未
成
熟
個
体
だ
け
で
す
が
、
今
年
も
し
メ

ス
を
保
護
す
れ
ば
、こ
こ
で
産
卵
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

神
戸脱・温暖

化
仕
様
の
海
の
空
港

　

一
方
、
空
港
関
連
施
設
の
環
境
対
策
と
し
て
、
ま
ず
は
「
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
」。
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
前
方
に
広
が
る
利

用
客
用
駐
車
場
は
「
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
芝
生
を
敷
き
詰
め
て
い
ま

す
。
ビ
ル
本
体
も
屋
上
緑
化
で
芝
生
パ
ネ
ル
を
敷
い
て
い
ま
す
」

　

ま
た
交
通
シ
ス
テ
ム
も
脱
・
温
暖
化
仕
様
。
空
港
管
理
車
両
六

台
の
う
ち
二
台
が
低
公
害
型
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
環
境
配
慮
型
の
交
通
手
段
と
し
て
何
よ
り
効
果
的
な
の

が
、「
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
」
だ
と
か
。
一
九
八
一
年
日
本
初
の
実

用
的
な
新
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
運
行
を
開
始
、
二
十
五
年
後
に

空
港
開
港
に
あ
わ
せ
延
伸
し
た
も
の
で
、
三
宮
駅
か
ら
わ
ず
か

十
八
分
ほ
ど
で
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
到
着
す
る
。「
こ
れ
で
自
動

車
交
通
の
抑
制
が
図
れ
れ
ば
」
と
齊
藤
さ
ん
は
期
待
す
る
。

　

さ
ら
に
、
空
港
島
内
の
散
水
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
水
洗
ト
イ

レ
用
の
水
は
、
空
港
内
で
使
用
さ
れ
た
排
水
を
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
内
の
下
水
処
理
場
で
高
度
処
理
し
た
再
生
水
を
活
用
。「
そ
れ

だ
け
で
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
水
使
用
の
約
五
割
に
達
し
て
い
る
」
と
い

う
。

　

心
地
よ
い
潮
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
齊
藤
さ
ん
の
案
内
で
空
港

島
内
を
巡
る
。
空
港
島
に
は
人
工
ラ
グ
ー
ン
だ
け
で
な
く
、
散
策

や
釣
り
の
で
き
る
階
段
式
護
岸
な
ど
、
市
民
が
楽
し
め
る
親
水
空

間
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
る
。
人
工
ラ
グ
ー
ン
の
本
格
供
用
は

二
〇
〇
八
年
秋
以
降
だ
が
、
四
月
末
の
連
休
時
か
ら
暫
定
供
用
を

再
開
し
た
。
七
月
の
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
先
駆
け
て
、
五
月
に
神

神戸空港 2Ｆ出発ロビー

上／神戸空港の空港島西端に設けられた
「人工ラグーン」。遠くにポートアイランドや
神戸市街、さらには六甲山系が望める
左／神戸市みなと総局空港事業室推進
課主査（現・環境局事業系廃棄物対策室
主査）の齊藤博之さん
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戸
で
開
催
の
Ｇ
８
環
境
大
臣
会
合
に
あ
わ
せ
、
人
工
ラ
グ
ー
ン
で

は
自
然
観
察
会
も
実
施
。
空
港
島
内
を
走
る
無
料
巡
回
バ
ス
を
使

い
、
人
工
ラ
グ
ー
ン
で
水
遊
び
を
し
た
り
、
護
岸
か
ら
明
石
海
峡

の
彼
方
に
沈
む
夕
陽
や
神
戸
市
街
の
夜
景
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き

る
。「
い
ず
れ
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
水
槽
を
設
置
し
て
、
空
港
島
周

辺
に
棲
む
磯
の
生
物
を
紹
介
し
た
り
、
環
境
関
連
の
パ
ネ
ル
展
示

も
し
て
い
き
た
い
」。
齊
藤
さ
ん
は
そ
う
言
っ
て
、
出
発
ロ
ビ
ー

に
向
か
う
人
々
を
見
つ
め
た
。

●

　

地
球
規
模
の
環
境
問
題
か
ら
目
を
そ
ら
さ
ず
、「
地
域
」
に
お

い
て
で
き
る
こ
と
、
自
ら
望
ん
で
や
り
た
い
こ
と
を
、
地
域
に

暮
ら
す
人
々
が
、
焦
ら
ず
、
心
楽
し
く
、
取
り
組
ん
で
い
く―

―

。

日
本
海
に
ほ
ど
近
い
豊
岡
盆
地
か
ら
、
四
百
万
年
の
歴
史
を
秘
め

る
日
本
最
大
の
湖
・
琵
琶
湖
周
辺
、
遷
都
一
三
〇
〇
年
目
前
の
古

都
奈
良
、「
エ
コ
ア
ッ
プ
」
の
神
戸
空
港
と
、
多
様
な
特
色
を
持

つ
関
西
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
環
境
再
生
へ
の
試
み
を
た
ど
っ

て
み
る
と
、
地
域
の
活
性
化
と
環
境
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
関

西
の
人
々
の
し
な
や
か
な
生
き
方
、
暮
ら
し
方
が
浮
か
び
あ
が
っ

て
き
た
。

❶空港島の北岸につくられた、散策や
釣りのできる階段式護岸

❷駐車スペースに芝生を敷き詰めた、
神戸空港の利用客駐車場

❸「人工ラグーン」脇に立つ、空港島
周辺に棲む生き物の紹介パネル

❹空港島周辺を取り囲む、環境創造
型の「緩傾斜石積護岸」

❶ ❸❷

❹

神
戸

取
材
・
撮
影
／
伊
田
彰
成　

編
集
／
田
窪
由
美
子
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灯
り―

―

そ
れ
は

そ
こ
に
暮
ら
し
が
あ
る
証

さ
ま
ざ
ま
な
心
模
様
が
描
か
れ

物
語
が
紡
が
れ
て
い
る
証

迎
え
て
く
れ
る
灯
り

見
送
っ
て
く
れ
る
灯
り

そ
し
て
見
守
っ
て
く
れ
る
灯
り

街
そ
れ
ぞ
れ
に
灯
り
が
あ
り

人
そ
れ
ぞ
れ
に

心
に
残
る
灯
り
が
あ
る

そ
の
一つ
の
物
語



「
ゆ

き
え
ち
ゃ
ん
ヘ
タ
ね
」。
小
学
生
の
頃
、
大
阪

の
豊
中
市
に
住
ん
で
い
た
私
は
、
学
校
が
終
わ

る
と
ピ
ア
ノ
の
先
生
の
お
宅
に
レ
ッ
ス
ン
に
通

っ
て
い
た
。
私
は
と
て
も
手
が
小
さ
く
、
友
だ
ち
に
は
弾
け
て

も
、私
に
は
弾
け
な
い
曲
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。「
ダ
メ
ね
」「
ヘ

タ
ね
」。
先
生
に
叱
ら
れ
、
一
人
ト
ボ
ト
ボ
帰
る
夜
道
に
、
ポ

ッ
と
灯
り
が
と
も
っ
て
い
る
。
住
宅
街
に
一
軒
だ
け
あ
る
店
の

赤
提
灯
。

　

子
供
に
と
っ
て
暗
い
夜
道
は
そ
れ
で
な
く
て
も
心
細
く
怖
い

の
に
、
先
生
に
叱
ら
れ
た
日
な
ど
は
、「
も
う
ピ
ア
ノ
な
ん
か

や
め
た
い
」
っ
て
。
で
も
、
夜
道
に
と
も
る
そ
の
灯
り
は
、「
落

ち
込
ま
な
く
て
い
い
よ
、
ま
た
明
日
も
が
ん
ば
ろ
う
よ
」
と
優

し
く
私
に
語
り
か
け
、
励
ま
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
、
心
が

温
か
く
な
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　

そ
ん
な
原
風
景
が
あ
る
せ
い
か
、
私
に
と
っ
て
「
灯
り
」
は
、

さ
さ
や
か
だ
け
ど
、
ほ
っ
と
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
、
ほ
の
か

な
灯
り
。
た
だ
そ
こ
に
あ
る
だ
け
な
の
に
、
温
か
い
気
持
ち
に

な
れ
る
も
の
。

　

音
楽
も
そ
う
。
私
が
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
一
番
大
切
に
し
て

い
る
の
も
、
人
の
心
に
語
り
か
け
る
よ
う
な
音
楽
。
デ
ビ
ュ
ー

当
初
は
う
ま
く
弾
く
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
た
し
、
少
し
自
信

が
つ
く
と
音
を
た
く
さ
ん
並
べ
て
派
手
で
華
や
か
な
曲
を
つ
く

っ
た
り
も
し
た
。
で
も
今
は
、
完
璧
に
弾
く
よ
り
も
人
の
心
に

響
く
よ
う
に
、
音
を
た
く
さ
ん
並
べ
る
の
で
は
な
く
、
あ
え
て

少
な
い
音
で
、
一
音
一
音
が
人
の
心
に
染
み
入
る
よ
う
に
、
そ

ん
な
音
楽
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
る
私
に
と
っ
て
、
身
近
な
灯
り
は
ス
テ
ー

ジ
の
照
明
。
夕
暮
れ
の
よ
う
な
赤
や
懐
か
し
い
セ
ピ
ア
色
の
灯

り
、
シ
ン
プ
ル
で
音
の
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
る
よ
う
な
照
明
を
大

切
に
し
て
い
る
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
来
ら
れ
た
方
か
ら
、よ
く「
励
ま
さ
れ
た
」「
心

が
や
す
ら
い
だ
」
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
く
。
歌
詞
の
な
い
私

の
音
楽
に
そ
ん
な
力
が
あ
る
の
だ
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
遠
い
日

の
、
あ
の
赤
提
灯
が
与
え
て
く
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

3738

にしむら ゆきえ　ピアニスト・作曲家
1967年大阪府生まれ。3歳からピアノを始め、欧米、東南
アジアへの演奏旅行に参加。近年は、年間60本を超える
コンサートのほか、ライフワークとして学校や病院でのコンサ
ートも行う。また、NHK「アーカイブス」のテーマ曲を手が
けるなど、ますます意欲的に活動中。心を包み込むサウンド
は、同世代の女性からの支持も高い。
http://www.nishimurayukie.com/

レッスン帰りにいつも見た
夜道の灯り
西村由紀江 ピアニスト

叱
ら
れ
た
帰
り
道

灯
り
に
励
ま
さ
れ
た
遠
い
日
…



エコル
ー
ツ
紀
行―

―

玉
岡
か
お
る
作
家

40

次
代
へ
と

流
れ
続
け
る

京
の
水

水
力
発
電
発
祥
の
地
、

京
都・蹴
上
を
訪
ね
て

琵
琶
湖
の
水
で
京
の
都
を
潤
す―

―

そ
れ
は
京
都

人
に
と
っ
て
積
年
の
悲
願
だ
っ
た
。
か
の
平
清
盛

や
豊
臣
秀
吉
も
挑
ん
で
は
挫
折
し
、
つ
い
に
は
匙

を
投
げ
た
と
い
う
。
と
き
の
為
政
者
さ
え
な
し
得

な
か
っ
た
そ
の
夢
が
よ
う
や
く
実
現
し
た
の
は
、

一
八
九
〇
年
、
平
安
京
に
遷
都
さ
れ
て
か
ら
実
に

一
〇
九
六
年
後
の
こ
と
だ
。
こ
の
「
京
都
千
年
の

夢
」
を
叶
え
た
の
は
、
ど
ん
な
人
た
ち
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
ま
た
彼
ら
の
偉
業
は
、
京
都
に
、
そ
し

て
日
本
に
、
何
を
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ
う
…
…
。
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一
石
二
鳥
な
ら
ぬ
、

一
石
七
鳥
！

　

春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
京
都
・

東
山
。
新
緑
の
薫
り
が
漂
い
始
め
た
通
り

に
は
、
観
光
客
が
引
き
も
切
ら
ず
行
き
交

っ
て
い
る
。
人
並
み
が
途
切
れ
る
と
、
涼

し
げ
な
水
音
に
気
づ
く
。
そ
れ
が
京
の
街

を
潤
す
「
琵
琶
湖
疏
水
」
の
流
れ
だ
っ
た
。

　

琵
琶
湖
疏
水
は
、
一
八
六
九
年
（
明
治

二
年
）
に
東
京
が
首
都
に
な
り
、
火
が
消

え
た
よ
う
に
寂
れ
た
京
都
を
再
興
す
る
た

め
、
一
八
八
一
年
（
明
治
十
四
年
）、
第

三
代
京
都
府
知
事
の
北
垣
国
道
に
よ
っ
て

計
画
さ
れ
た
。
目
的
は
、「
水
車
を
使
っ

て
新
た
な
工
業
を
興
す
」
こ
と
と
、「
舟

運
を
拓
い
て
物
流
を
活
性
化
さ
せ
る
」
こ

と
と
い
う
の
が
、
よ
く
聞
く
説
明
。
で
も

実
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
、

と
話
し
て
く
れ
た
の
は
、
琵
琶
湖
疏
水
記

念
館
の
井
垣
成
量
館
長
。

　
「
日
本
国
内
に
は
約
四
百
の
疏
水
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
灌
漑
な
ど

単
一
目
的
の
も
の
。
で
も
琵
琶
湖
疏
水
は
、

七
つ
も
の
目
的
を
持
つ
総
合
開
発
事
業
だ

っ
た
ん
で
す
」

4142

　

そ
う
教
え
ら
れ
、
北
垣
が
著
し
た
と
い

う
「
起
工
趣
意
書
」
を
読
む
と
、
確
か

に
、
①
製
造
機
械
（
水
車
利
用
）、
②
運

輸
（
舟
運
）、
③
田
畑
の
灌
漑
、
④
精
米

水
車
、
⑤
防
火
、
⑥
井
泉
、
⑦
衛
生
、
の

七
項
目
が
列
記
さ
れ
て
い
た
。
ま
さ
に
総

合
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
一
石
二
鳥
ど
こ

ろ
か
“
一
石
七
鳥
”
を
狙
っ
た
と
い
う
の

だ
か
ら
恐
れ
入
る
話
だ
。

　

し
か
も
各
項
目
に
は
、「
水
車
な
ら
安

全
で
煙
霧
の
害
の
心
配
も
な
い
」「
舟
運

を
拓
け
ば
運
賃
が
安
く
な
り
、
流
通
が
促

進
さ
れ
る
」「
清
浄
な
水
が
あ
れ
ば
伝
染

病
の
蔓
延
も
防
げ
る
」
等
々
、
経
済
か
ら

環
境
、
市
民
生
活
ま
で
考
え
た
“
疏
水
の

効
用
”
が
、
具
体
的
数
値
と
と
も
に
、
事

細
か
に
書
き
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
記

述
は
、
今
私
が
読
ん
で
も
思
わ
ず
う
な
ず

い
て
し
ま
う
説
得
力
に
満
ち
て
い
た
。

主
任
技
師
は
二
十
三
歳

　

疏
水
記
念
館
か
ら
南
禅
寺
へ
。
井
垣
館

長
の
案
内
で
、
境
内
を
横
切
る
水
路
閣
を

見
て
、
疏
水
伝
い
に
小
道
を
し
ば
ら
く
さ

か
の
ぼ
る
と
、
や
が
て
見
通
し
の
よ
い
広

場
に
行
き
着
い
た
。
こ
の
あ
た
り
が
蹴
上

琵琶湖疏水記念館
琵琶湖疏水竣工百周年を記念して１９８９年
にオープン。疏水工事の測量図や、工事の
様子を描いた絵画、インクラインの模型な
ど、さまざまな資料を展示。また疏水の流れ
に面した中庭には、第1期の蹴上発電所で
使用されたペルトン式水車やスタンレー式
発電機も展示されている。入場無料。毎週
月曜（祝日の場合は翌日）と年末年始休館。

玉岡かおる　１９５６年兵庫県生まれ。神戸女学院大学文学部社会学科卒。中学教諭を務めた後、８７年『夢食い魚のブルー・グッドバイ』で作家デ
ビュー。主な著書『お家さん』『をんな紋』『天涯の船』『タカラジェンヌの太平洋戦争』など。ＴＢＳ「ブロードキャスター」、関西テレビ「スーパーニュース・
アンカー」などのコメンテイターとしても活躍中。日本河川協会理事、いなみ野パールプロジェクト推進実行委員会会長。

ペルトン式水車

琵琶湖疏水
明治期に築かれた琵琶湖疏水は、大津市観音
寺から京都市伏見区までを結ぶ第１疏水（全長
約２０ｋｍ、１８９０年完成）、全線トンネル式で、
蹴上で第１疏水と合流する第２疏水（全長約７.４
ｋｍ、１９１２年完成）、蹴上から分岐して左京区
北白川に至る疏水分線（全長約8.4ｋｍ、１８９０
年完成当時；現在は約3.3km）からなっている。
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船
溜
。
か
つ
て
、
三
十
石
船
を
載
せ
た
台

車
が
往
来
す
る
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
（
傾
斜
鉄

道
）
の
始
発
点
と
し
て
賑
わ
っ
た
場
所
と

の
こ
と
。
高
低
差
の
あ
る
京
の
街
を
船
で

行
き
来
さ
せ
る
た
め
、“
船
を
山
に
登
ら

せ
た
”
発
想
に
も
驚
く
。

　

今
は
静
か
な
広
場
の
一
画
に
一
体
の
銅

像
を
見
つ
け
た
。
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
を
見
つ

め
る
よ
う
に
立
つ
こ
の
銅
像
の
青
年
こ
そ
、

疏
水
工
事
の
主
任
技
師
を
務
め
た
田
邉
朔

郎
だ
っ
た
。
い
か
に
も
理
知
的
な
容
貌
だ

が
、
何
よ
り
そ
の
若
々
し
さ
に
驚
か
さ
れ

る
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
田
邉
は
当
時
ま

だ
二
十
三
歳
の
青
年
だ
っ
た
と
い
う
の
だ
。

　

と
い
っ
て
も
、
も
ち
ろ
ん
た
だ
の
青
年

で
は
な
い
。
工
部
大
学
校
（
現
東
京
大
学

工
学
部
）
で
ト
ン
ネ
ル
工
事
や
疏
水
に
つ

い
て
学
ん
だ
英
才
で
、
卒
業
論
文
も
ず
ば

り
「
琵
琶
湖
疏
水
計
画
」。
卒
論
作
成
中

の
田
邉
と
面
談
し
た
北
垣
知
事
は
、
彼
な

ら
託
せ
る
と
、
翌
年
の
卒
業
と
同
時
に
採

用
し
、
重
任
に
当
た
ら
せ
る
こ
と
に
し
た

と
い
う
。
そ
れ
に
し
て
も
京
都
の
復
興
を

賭
け
た
大
事
業
を
、
大
学
を
卒
業
し
た
ば

か
り
の
一
青
年
に
託
す
な
ど
、
こ
の
う
え

な
い
英
断
だ
。
抜
擢
し
た
北
垣
も
す
ご
い

が
、
臆
せ
ず
引
き
受
け
た
田
邉
も
見
事
と

4344

水路閣
南禅寺境内を横断するアーチ型の
水道橋「水路閣」は、全長９３.２ｍ、
幅４ｍ、高さ１３ｍ。分線の高さを
維持し、かつ後背地にある亀山天
皇陵を避けるため、このような形に
なった。ローマ水道橋を模したとも
言われるその外観は、古都の景観
を損なうとして、建設当時は福沢
諭吉など多くの文化人に酷評され
たが、今では東山の名勝の1つ。
今も水が流れている。

田邉朔郎銅像
１８６１年、江戸に生まれた田邉朔郎は、
工部大学校土木科卒業と同時に、琵琶
湖疏水工事に従事。のち北海道の鉄道
開発などを指揮した後、京都帝国大学教
授となり、終生を京都で送った。

疏水分線・哲学の道
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4546

言
う
し
か
な
い
。

　

思
え
ば
明
治
維
新
を
成
し
遂
げ
た
人
々

も
、
多
く
は
三
十
歳
前
後
の
志
高
き
青
年

だ
っ
た
。
彼
ら
に
続
い
た
明
治
の
経
済
人

や
技
術
者
に
も
、
自
身
の
安
楽
な
ど
考
え

ず
、
国
家
百
年
の
大
計
の
た
め
尽
く
し
た

人
が
多
か
っ
た
。
田
邉
も
そ
ん
な
一
人
だ

っ
た
に
違
い
な
い
。

疏
水
事
業
に
水
力
発
電
を

加
え
る
「
希
有
ナ
ル
幸
福
」

　

今
は
レ
ー
ル
だ
け
が
残
る
イ
ン
ク
ラ
イ

ン
を
三
分
の
一
ほ
ど
下
り
、「
ね
じ
り
ま

ん
ぽ
」
の
名
で
知
ら
れ
る
ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
る
と
、
右
手
に
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
が

目
に
留
ま
る
。
こ
れ
が
蹴
上
発
電
所
（
第

二
期
建
物
）。

　

日
本
初
の
事
業
用
水
力
発
電
所
と
な
っ

た
蹴
上
発
電
所
（
第
一
期
）
だ
が
、
実
は

当
初
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な

か
っ
た
そ
う
だ
。
ど
う
や
ら
疏
水
工
事
の

最
中
、
水
車
利
用
の
視
察
の
た
め
渡
米
し

た
田
邉
が
、
コ
ロ
ラ
ド
州
ア
ス
ペ
ン
の
銀

山
で
実
用
後
間
も
な
い
水
力
発
電
所
を
見

て
、
急
き
ょ
導
入
を
決
意
し
た
の
だ
と
い

う
。

　

も
っ
と
も
、
田
邉
は
以
前
か
ら
水
力
発

電
に
関
心
を
持
っ
て
い
て
、
米
国
視
察
も
、

実
は
水
力
発
電
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
と

い
う
説
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
初
め

て
水
力
発
電
所
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

即
座
に
そ
の
将
来
性
を
確
信
し
た
田
邉
は
、

工
事
の
一
部
中
断
を
電
報
で
指
示
し
、
帰

国
後
、
直
ち
に
計
画
変
更
を
提
案
。
ア
メ

リ
カ
で
も
よ
う
や
く
実
用
化
し
た
ば
か
り

の
水
力
発
電
を
疏
水
事
業
に
生
か
せ
る
の

は
「
実
ニ
希
有
ナ
ル
幸
福
」
と
主
張
し
た
、

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
素
早
い
決
断
が
日
本
初
の
水
力
発

電
を
京
都
に
も
た
ら
し
た
わ
け
だ
が
、
既

に
着
工
し
て
い
る
公
共
事
業
の
見
直
し
は
、

決
し
て
た
や
す
く
は
な
か
っ
た
は
ず
。
実

際
、
と
り
あ
え
ず
は
規
定
路
線
の
ま
ま
進

め
よ
う
、
と
い
う
声
も
多
か
っ
た
ら
し
い
。

そ
れ
で
も
将
来
の
た
め
に
「
今
や
ら
な
い

と
」「
自
分
が
や
る
ん
だ
」
と
い
う
田
邉
の
、

痛
切
な
ま
で
の
使
命
感
に
心
を
揺
さ
ぶ
ら

れ
る
。
そ
し
て
青
年
技
師
の
主
張
を
支
持

し
た
当
時
の
京
都
実
業
界
︱
︱
老
舗
の
旦

那
衆
の
心
意
気
に
も
敬
服
す
る
。
こ
れ
を

機
に
、
京
都
は
日
本
初
の
電
気
鉄
道
を
走

ら
せ
、
産
業
の
電
化
も
推
進
し
た
。
加
え

て
日
本
で
は
多
く
の
水
力
発
電
所
が
つ
く

インクライン
琵琶湖疏水建設の主要目的であった舟運確保のため、
蹴上と伏見の２カ所にはインクライン（傾斜鉄道）が建
設された。うち蹴上インクラインは水平距離５８２ｍ、高
低差３６ｍ。三十石船まで搭載可能な台車をケーブルで
上下させるしくみで、動力には蹴上発電所で発電した
電気が用いられた。１８９１年運行開始し、１９４８年に運
行停止したが、現在も形態保存されている。

レンガが、らせん状に積まれた「ねじりまんぽ」
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ら
れ
、
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
恩
恵
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

古
都
で
見
つ
け
た

未
来
へ
の
ヒ
ン
ト

　

田
邉
が
つ
く
っ
た
初
代
の
蹴
上
発
電
所

（
一
八
九
一
年
運
転
開
始
）
は
現
存
せ
ず
、

レ
ン
ガ
造
り
の
第
二
期
は
建
物
だ
け
が
残

る
。
そ
し
て
一
九
三
六
年
に
竣
工
し
た
第

三
期
の
蹴
上
発
電
所
は
、
現
在
、
関
西
電

力
が
管
理
し
、
今
も
現
役
で
京
都
の
街
に

電
気
を
送
り
続
け
て
い
る
。

　

日
本
の
電
力
の
主
役
は
、
そ
の
後
、
水

力
か
ら
火
力
へ
、
さ
ら
に
原
子
力
へ
と
移

り
変
わ
っ
た
が
、
温
暖
化
問
題
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
な
か
、
環
境
に
優
し
い

水
力
発
電
が
再
び
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

そ
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
京
都
が
、
百
年
と
い

う
時
を
経
て
「
京
都
議
定
書
」
の
地
に
な

っ
た
の
も
何
か
の
縁
か
も
し
れ
な
い
。
今

な
お
京
都
人
の
生
活
を
支
え
て
い
る
こ
の

水
力
発
電
所
は
、
ま
さ
に
生
き
た
産
業
遺

産
だ
。

　

発
電
所
を
後
に
し
、
疏
水
に
戻
っ
た
。

豊
か
な
水
を
通
す
ト
ン
ネ
ル
の
洞
門
に
は
、

田
邉
が
揮
毫
し
た
と
い
う
「
藉
水
利
資

4748

蹴上発電所
第１期蹴上発電所は１８９０年に着工され、翌９１年に運転を開始（完成は
１８９７年、出力１７６０ｋＷ）。電力供給地域は当初、発電所から２０町（約
２ｋｍ）以内に限定されていたが、発送電設備の充実により、順次拡大
された。１８９５年には蹴上発電所からの電気を受け、塩小路（現京都駅
前）〜伏見油掛間６.４ｋｍで日本初の電気鉄道が開通した。
また「京都市3大事業」の一環として、１９１２年に第２疏水が完成。同
年、第２期蹴上発電所も運転を開始した（出力４８００ｋＷ）。その後、電
力需要の増大にこたえ、１９３６年に第３期発電所が完成（出力は当初
５７００ｋＷ、現在は４５００ｋＷ）。戦前までは京都市営事業として運営さ
れ、１９４２年、関西配電（関西電力の前身）に移管された。

蹴上発電所（第2期）の正面に掲げられた
「亮天功」（てんこうをたすく）の石額
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人
工
（
水
利
を
か
り
て
人
工
を
た
す
く
）」

の
書
が
見
て
と
れ
る
。

　

資
源
に
恵
ま
れ
な
い
日
本
に
と
っ
て
、

水
は
か
け
が
え
の
な
い
財
産
。
だ
か
ら
こ

そ
、
明
治
の
人
も
「
水
の
力
」
で
未
来

を
切
り
拓
こ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
国
や

都
市
を
百
年
、
千
年
単
位
で
考
え
る
。
私

た
ち
は
そ
の
た
め
の
知
恵
も
技
術
も
積
み

重
ね
て
き
た
で
は
な
い
か
。
蹴
上
の
地
を

巡
り
な
が
ら
、
先
人
た
ち
が
そ
う
言
っ
て
、

未
来
に
向
け
て
背
中
を
押
し
て
く
れ
て
い

る
気
が
し
た
。

49

南禅寺

❷

京都市
美術館

国立近代
美術館

岡崎公園京都会館

平安神宮

蹴上
東山
三条

東
大
路
通

東山
二条

京都市動物園

至銀閣寺

蹴上浄水場

❻

❼
❸

❶

❹

❺

第2疏水

白川

白川

第1疏水

第1疏水

三条通

知恩院前

❶琵琶湖疏水記念館
❷疏水分線・哲学の道
❸水路閣
❹田邉朔郎銅像

❺インクライン
❻ねじりまんぽ
❼蹴上発電所／蹴上変電所

琵琶湖疏水から蹴上発電所（第3期）に水を引いている管

協力／京都市上下水道局・琵琶湖疏水記念館　撮影／山内厚美 季刊［やく］2008｜創刊号

あ
る
研
究
者
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

科
学
技
術
に
つ
い
て
「
説
明

を
聞
く
の
に
費
や
し
て
い
い
と
思
う

時
間
は
ど
の
く
ら
い
か
」
と
い
う
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
、
一
般
の
人
を
対

象
に
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
最

も
長
く
費
や
し
て
い
い
と
思
っ
た
の

は
「
原
子
力
の
必
要
性
に
つ
い
て
の

説
明
」
で
、
費
や
し
て
い
い
と
思
う

時
間
は
、
他
の
科
学
技
術
に
比
べ
、

　原子力

プルサーマルを
めぐる対話
鳥井弘之 元・東京工業大学教授

平
均
で
二
・
五
倍
に
も
な
っ
た
。

　

電
力
各
社
が
計
画
中
の
プ
ル
サ
ー

マ
ル
に
つ
い
て
も
、「
な
ぜ
必
要
か
」

の
説
明
は
極
め
て
重
要
だ
。
プ
ル
サ

ー
マ
ル
実
施
の
意
義
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
国
や
電
力
会
社
は
、
①
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
の
自
給
率
が
四
％
し
か
な

い
日
本
で
は
、
ウ
ラ
ン
資
源
を
再
利

用
す
る
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安

定
供
給
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
、
②
将
来
の
高
速
増
殖
炉
実
用

化
を
に
ら
ん
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
燃
料

の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
技
術
を
確
立
す
る
、

な
ど
の
点
を
挙
げ
て
き
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
非
常
に
重

要
だ
が
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
③
余
剰

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
持
た
な
い
と
い
う

国
際
公
約
を
守
り
、
平
和
利
用
に
貢

献
す
る
、
④
原
子
力
発
電
所
の
使
用

済
燃
料
を
再
処
理
し
て
使
う
原
子
燃

料
サ
イ
ク
ル
の
流
れ
を
つ
く
る
こ
と

で
、
既
存
の
原
子
力
発
電
所
を
健
全

に
動
か
す
、
と
い
っ
た
点
も
プ
ル
サ

ー
マ
ル
計
画
の
大
切
な
意
義
だ
と
思

う
。　

　

つ
ま
り
プ
ル
サ
ー
マ
ル
は
、
将
来

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や

技
術
確
立
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
既

に
動
き
始
め
た
日
本
の
原
子
燃
料
サ

イ
ク
ル
を
安
定
的
に
回
し
続
け
る
た

め
に
も
必
要
と
い
う
こ
と
。
国
や
電

力
会
社
は
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、

い
っ
そ
う
丁
寧
な
説
明
を
行
っ
て
い

く
べ
き
だ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
別
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、

プ
ル
サ
ー
マ
ル
は
、
発
電
所
の
地
元

住
民
や
社
会
と
の
対
話
を
深
め
る
う

え
で
、
重
要
な
き
っ
か
け
と
な
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　

な
ぜ
な
ら
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
と

は
、
既
存
の
発
電
所
で
、
既
存
の
ウ

ラ
ン
燃
料
と
は
少
し
組
成
の
異
な
る

燃
料
を
使
お
う
と
い
う
も
の
。
確
か

に
新
し
い
方
法
で
は
あ
る
が
、
今
ま

で
行
っ
て
き
た
こ
と
と
さ
ほ
ど
大
き

な
差
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の

軽水炉（原子力発電所） 使用済燃料

プルトニウム

MOX燃料

MOX燃料工場 再処理工場

ウラン

ウラン燃料

［プルサーマルとは］
原子力発電所で使い終わったウラン燃料の約95％は燃料として再利用できる。プルサーマルとは、
その使い終わった燃料からプルトニウムを取り出し、ウランと混ぜて新しい燃料（MOX燃料）をつくり、
それを現在使われている原子力発電所で使って発電すること。エネルギー資源の自給率が4％しかな
い日本では、ウラン資源を最大限有効に活用していくことが重要である。

プルサーマルのしくみ
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電
気
の
力
、
つ
ま
り
内
燃
機
関

で
は
な
く
モ
ー
タ
ー
で
走
る

自
動
車
を
電
気
自
動
車
と
い
う
。
そ

の
歴
史
を
見
る
と
、
登
場
は
ガ
ソ
リ

ン
エ
ン
ジ
ン
車
よ
り
五
年
ほ
ど
早
く
、

速
度
面
で
も
優
位
性
を
誇
っ
て
い
た

よ
う
だ
。
し
か
し
、
走
行
距
離
の
短

さ
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
普
及
す
る
こ

と
な
く
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

電
気
自
動
車
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産

の
部
分
を
含
め
て
も
、
Ｃ
Ｏ
２

や
Ｎ

Ｏ
Ｘ

の
排
出
量
が
少
な
く
、
内
燃
機

関
に
比
べ
て
廃
熱
も
少
な
い
た
め
、

「
効
率
が
高
く
、
環
境
に
優
し
い
自

動
車
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

だ
か
ら
二
十
世
紀
後
半
か
ら
今
日
ま

で
、社
会
の
関
心
が
「
資
源
」「
環
境
」

に
振
れ
る
た
び
に
「
救
世
主
」
と
し

て
注
目
さ
れ
て
き
た
の
だ
が
、
未
だ

に
「
環
境
や
省
資
源
に
貢
献
し
て
い

る
」
と
は
言
い
が
た
い
。

　

な
ぜ
か
。
そ
れ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

論
じ
る
と
き
に
は
、「
量
」
と
い
う

要
素
が
最
も
重
要
だ
が
、
電
気
自
動

車
は
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
六
年

ま
で
の
合
計
で
も
五
百
台
ほ
ど
の
出＊
１

荷
台
数
に
過
ぎ
ず
、
環
境
へ
の
貢
献

を
云
々
で
き
る
ほ
ど
の
普
及
量
に
な

っ
て
い
な
い
の
が
現
実
だ
か
ら
で
あ

る
。
せ
め
て
自
動
車
の
一
〇
％
程
度

を
占
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

ち
な
み
に
日
本
の
場
合
、
現
在
の

自＊
２

動
車
保
有
台
数
は
営
業
車
や
バ
ス
、

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
す
べ
て
を
含
め
て
約

七
千
九
百
万
台
だ
か
ら
、
そ
の
一
〇

％
と
な
る
と
約
八
百
万
台
。
こ
れ
は

も
う
「
エ
コ
だ
か
ら
」
と
か
「
環
境

に
優
し
い
か
ら
」
と
い
っ
た
か
け
声

だ
け
で
到
達
で
き
る
量
で
は
な
く
、

消
費
者
が
「
乗
り
た
い
か
ら
買
う
」

「
好
き
だ
か
ら
買
う
」
と
い
う
レ
ベ

ル
の
製
品
に
な
ら
な
い
限
り
達
成
で

　電気自動車

電気自動車
普及の鍵
南 繁行 大阪市立大学大学院教授

小
さ
な
差
に
つ
い
て
議
論
す
る
以
上
、

議
論
の
内
容
は
立
ち
入
っ
た
も
の
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

逆
に
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
原
子

力
発
電
を
め
ぐ
る
議
論
は
「
賛
成
か
、

反
対
か
」
と
い
う
大
雑
把
で
感
情
的

な
も
の
に
な
り
が
ち
だ
っ
た
が
、
プ

ル
サ
ー
マ
ル
の
場
合
は
、
き
ち
ん
と

冷
静
に
技
術
の
話
が
で
き
る
。
そ
の

意
味
で
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
は
対
話
の

た
め
の
格
好
の
素
材
だ
。
後
に
振
り

返
れ
ば
、
日
本
社
会
と
原
子
力
の
関

係
が
成
熟
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
お

い
て
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
が
非
常
に
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
、
と
い
う

出典：IEA「Energy Balances of OECD Countries 2004-2005」

日本 フランス イタリア ドイツ アメリカ イギリス カナダ
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（％）■原子力を国産に含む場合
■原子力を国産に含まない場合

工
夫
が
必
要
だ
。
関
西
電
力
で
は
、

原
子
力
発
電
所
の
現
場
で
働
く
技
術

者
が
近
隣
の
住
民
宅
に
出
向
き
、
直

接
対
話
を
重
ね
て
い
る
と
聞
く
。
こ

れ
は
大
変
前
向
き
な
良
い
取
り
組
み

だ
。

　

ま
た
、
自
ら
は
一
歩
引
い
て
、
市

民
同
士
に
議
論
を
委
ね
て
も
い
い
。

例
え
ば
東
京
工
業
大
学
で
は
、
原
子

力
を
学
ぶ
学
生
た
ち
が
発
電
所
の
あ

る
町
を
訪
ね
、
住
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
っ
た
り
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た

り
し
た
。
こ
れ
は
学
生
に
と
っ
て
住

民
の
生
の
声
に
触
れ
る
貴
重
な
経
験

に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、「
原
子
力

に
つ
い
て
同
じ
目
線
で
一
緒
に
考
え

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
住
民
に
も
大

変
好
評
だ
っ
た
。
プ
ル
サ
ー
マ
ル
を

め
ぐ
る
対
話
に
も
、
こ
う
い
う
形
を

主要国のエネルギー自給率

注：原子力発電は燃料となるウランを輸入しているた
め純粋な国産エネルギーではないが、一度燃料を原
子炉に入れると1年以上取り替えずに発電することが
でき、また、使用済燃料をリサイクルできるため、準
国産エネルギーと考えられる。

輸入に依存する日本の1次エネルギー

採
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　

地
球
温
暖
化
問
題
や
原
油
価
格
の

高
騰
が
深
刻
化
す
る
な
か
、
人
々
の

原
子
力
を
見
る
眼
は
明
ら
か
に
変
わ

り
つ
つ
あ
る
。「
必
要
性
の
説
明
」

を
求
め
る
声
が
高
い
の
も
、
変
化
が

起
こ
り
始
め
て
い
る
証
拠
だ
。
こ
の

機
を
逃
さ
ず
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
を
め

ぐ
っ
て
実
り
あ
る
対
話
を
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
日
本
の
原
子
燃
料
サ

イ
ク
ル
も
新
た
な
段
階
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
と
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

但
し
、
突
っ
込
ん
だ
議
論
、
深
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る

に
は
、
対
話
方
法
に
も
そ
れ
な
り
の

鳥井弘之　とりい　ひろゆき
元･東京工業大学原子炉工学研究所教授；
元･日本経済新聞社論説委員
1942年東京都生まれ。東京大学工学部卒、同大学院工学研究科
修士課程修了。日本経済新聞社入社。「日経ハイテク情報」編集長、
論説委員、2002年東京工業大学教授、2008年退官。エネルギー・
環境問題、科学技術と社会の関係などを取材・研究。原子力委員
会専門委員など歴任。著書「原子力の未来」「科学技術文明再生論」

「どう見る、どう考える、放射性廃棄物」など。

出典：IEA「Energy Balances of OECD 
Countries 2004-2005」

水
力
ほ
か

原子力発電を
国産に
含む場合
19%

国産 4%
（原子力発電除く）

輸入 96%
石油 47%

石炭 21%

天然ガス
13%

原子力 15%
4%

き
な
い
量
と
言
え
る
。

　

で
は
ど
う
し
て
電
気
自
動
車
が
そ

う
な
ら
な
い
の
か
。
ま
ず
挙
げ
ら
れ

る
の
が
値
段
の
高
さ
。
こ
れ
は
電
池

が
量
産
体
制
に
な
っ
て
い
な
い
の
だ

か
ら
や
む
を
得
な
い
。
ま
た
、
延
び

た
と
は
い
え
一
回
の
充
電
で
走
れ
る

距
離
は
ま
だ
短
く
、
ど
こ
で
で
も
充

電
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に

高
性
能
と
言
わ
れ
る
新
電
池
の
安
定

性
・
信
頼
性
が
ま
だ
十
分
に
確
立
さ

れ
て
い
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
主
な

理
由
と
言
え
る
。

　

自
動
車
が
売
れ
る
に
は
、「
性
能
」

「
コ
ス
ト
」「
安
全
性
」、
こ
の
三
つ

の
要
素
が
重
要
だ
。
だ
が
技
術
者
は

つ
い
製
品
の
性
能
を
高
め
る
こ
と
が

使
命
だ
と
考
え
、
企
業
も
エ
コ
と
い研究室で製作した電気自動車（EV）で、学生と『四国ＥＶラリー』に出場して実証実験
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編
集
後
記

　

新
緑
が
目
に
鮮
や
か
に
映
る
季
節
に
、
新
し
い

広
報
誌
『
躍
』
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

創
刊
号
の
テ
ー
マ
は
「
地
球
環
境
」
で
す
。

　

あ
る
晴
れ
た
土
曜
日
の
朝
、
寺
島
実
郎
さ
ん
、

川
勝
平
太
さ
ん
、
植
田
和
弘
さ
ん
に
お
集
ま
り
い

た
だ
い
た
「
鼎
談
」
で
は
、
脱
・
温
暖
化
に
向
け

た
文
明
と
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
り
あ
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
話
の
中
で
「
地
域
の
人
が
主
体

的
に
立
ち
向
か
う
こ
と
が
大
事
」
と
の
提
言
を
い

た
だ
き
、
「
ル
ポ
」
で
は
、
関
西
の
四
つ
の
地
域

で
進
む
環
境
再
生
へ
の
取
り
組
み
を
取
材
し
ま
し

た
。
ま
た
、
議
定
書
発
祥
の
地
・
京
都
は
、
百
年

以
上
前
、
日
本
の
水
力
発
電
事
業
発
祥
の
地
で
も

あ
り
ま
す
。
「
エ
コ
ル
ー
ツ
紀
行
」
で
は
、
玉
岡

か
お
る
さ
ん
に
こ
の
地
を
訪
ね
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

山
紫
水
明
、
四
季
の
あ
る
国
に
暮
ら
す
喜
び
を

次
代
に
も
︱
︱
そ
う
願
い
つ
つ
、
『
躍
』
は
新
し

い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

伊勢物語に欠かせない花「かきつばた」を、琳派の絵から抜け
出たような八ツ橋の花器を用いて新緑の楓と出会わせたもの。自然
の風景とつき過ぎずに一体とする。そのために人工が自然に、自然
が人工に見えてこそ成功と言える風景を構成した。 

川瀬敏郎　かわせ としろう
1948年京都府生まれ。幼少より池坊の花を学び、日本大学芸術
学部を卒業後、パリ大学へ留学。演劇、映画を研究する。帰国
後は流派に属さず、いけばなの原型「たてはな」と、千利休が
大成した自由な花「なげいれ」をもとに、花によって「日本の肖像」
を描くという独自の創作活動を続ける。

花：かきつばた
器：銀箔八ツ橋　川瀬敏郎好み
所収：淡交社刊『花会記』　撮影：大森　忠

表紙　　川瀬敏郎（花人）

う
付
加
価
値
を
つ
け
る
た
め
、
多
少

コ
ス
ト
を
か
け
て
で
も
高
性
能
の
も

の
を
出
そ
う
と
す
る
な
ど
、
性
能
偏

重
に
な
り
が
ち
だ
。
少
し
で
も
性
能

を
上
げ
よ
う
と
、
電
池
も
鉛
電
池

よ
り
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
、
さ
ら
に

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
と
「
性
能

面
」
で
は
進
化
し
て
き
た
。
一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
あ
た
り
一
円
程
度
と
い
う

走
行
コ
ス
ト
は
い
ず
れ
の
電
池
で
も

同
じ
だ
が
、
出
力
向
上
や
長
寿
命
な

ど
、
確
か
に
カ
タ
ロ
グ
上
は
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
多

い
。
し
か
し
、
評
価
を
確
立
す
る
に

は
、
ま
だ
時
間
を
要
す
る
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が
、

そ
も
そ
も
「
何
の
た
め
に
電
気
自
動

車
を
開
発
す
る
の
か
」
と
い
う
大
局

的
な
視
点
で
あ
る
。　
　
　

　

上
海
で
は
鉛
電
池
の
電
動
バ
イ
ク

が
一
千
万
台
も
普
及
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
中
国
は
電
気
自
動
車
の
普
及

を
国
の
重
要
施
策
で
あ
る
五
カ
年
計

画
の
二
番
目
に
掲
げ
て
開
発
を
急
い

で
い
る
。
普
及
と
い
う
要
素
を
一
番

重
要
と
と
ら
え
て
い
る
国
だ
と
思
え

る
。
つ
ま
り
、
性
能
は
そ
こ
そ
こ
で

も
、
コ
ス
ト
や
安
定
性
の
面
か
ら
、

適
材
適
所
で
、「
量
」「
ニ
ー
ズ
」
を

満
た
す
方
法
を
採
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。「
実
効
的
な
環
境
問
題
へ

の
貢
献
」
が
電
気
自
動
車
開
発
の
大

局
的
な
目
的
で
あ
る
な
ら
、
こ
の
方

法
は
現
実
的
な
選
択
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
目
線
は
、
電
気
自
動
車

の
進
化
に
つ
い
て
少
し
斜
め
か
ら
の

見
方
だ
と
思
う
。
た
だ
、
私
も
長
年

電
気
自
動
車
と
の
関
わ
り
を
持
つ
な

か
で
、
電
気
自
動
車
が
問
題
を
解
決

す
る
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て

い
る
と
確
信
し
て
い
る
一
人
だ
。
だ

か
ら
こ
そ
、
電
気
自
動
車
が
エ
コ
を

追
求
す
る
あ
ま
り
、
過
度
な
性
能
競

争
に
走
っ
て
、
結
果
と
し
て
普
及
が

遅
延
し
た
り
、
科
学
技
術
の
裏
づ
け

が
な
い
概
念
的
な
エ
コ
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
の
一
役
者
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
、

今
後
も
、
電
気
自
動
車
の
発
展
を
見

守
っ
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

　

電
気
自
動
車
と
関
わ
る
よ
う
に
な

っ
て
、
こ
れ
は
技
術
研
究
と
い
う
よ

り
人
間
研
究
だ
な
と
思
う
よ
う
に
な

っ
た
。
人
は
車
に
何
を
求
め
る
の

か
？　

ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
車
の
性

能
と
並
ば
な
く
て
も
い
い
と
割
り
切

れ
る
の
か
？　

使
い
方
、
す
な
わ
ち

『躍』の内容はホームページでもご覧いただけます。 　http://www.kepco.co.jp/yaku/
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『躍』（やく）という誌名は、皆さまとともに「躍進」「飛躍」してい
きたい、また皆さまにとって「心躍る」広報誌でありたい、との思い
を込めて名づけました。

題字　　森　詳介（関西電力株式会社  取締役社長）

電気自動車『ｉ ＭｉＥＶ』（アイミーブ）
関西電力では、三菱自動車工業が開発した電気自動車

『i MiEV』を使用し共同研究を実施している

本誌は古紙配合率 100％の再生紙と大豆油インキを使用しています。

生
活
を
変
え
ら
れ
る
の
か
？　

低
燃

費
車
は
経
済
的
ゆ
え
に
乗
り
過
ぎ
て
、

か
え
っ
て
渋
滞
の
増
加
な
ど
を
招
か

な
い
か
？　

電
気
自
動
車
は
、
使
う

人
間
が
そ
の
あ
り
方
の
本
質
を
見
抜

く
こ
と
こ
そ
、
真
の
普
及
へ
の
鍵
で

あ
る
と
い
う
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

参
考

＊
１　
（
社
）
日
本
自
動
車
工
業
会
「
低
公

害
車
等
出
荷
台
数
統
計
」

＊
２　

国
土
交
通
省　

自
動
車
交
通
局「
自

動
車
交
通
関
係
統
計
デ
ー
タ
」

南 繁行　みなみ　しげゆき
大阪市立大学大学院工学研究科
電子情報系専攻 電磁気学研究室教授
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